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第11号方形周溝墓

第11号方形周溝墓出土土器
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第12号方形周溝墓マウンド全景

第12号方形周溝墓マウンド土層断面
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第12号方形周溝墓出土土器

第17号方形周溝墓出土土器
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第17号方形周溝墓出土壺形土器 （第38図2)
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第18号方形周溝墓遺物出土状況
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第792号溝跡出土土器



序

国土交通省は、国民が安全に、安心して暮らせる国士の整備と保全に努めています。その

一環として、豊かな自然環境と安心して暮らせる“ゆとり、いこい、あそび’のある地域の

創出をめざし、新しいまちづくり事業としてスーパー堤防の整備を行なっています。現在、

建設が進められている熊谷市大里地区の高規格堤防整備事業は、公園整備や汚泥再生処理セ

ンターの建設と一体的に行うまちづくり事業であります。

このたびの、整備事業にあたり、予定地が下田町遺跡の範囲内にあることから、その取扱

いについて、関係諸機関が慎重に協議を重ねてまいりました。その結果、やむを得ず記録保

存の処置を講ずることとなり、埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課（当時）の調整により、

当事業団が国土交通省の委託を受けて発掘調査を実施いたしました。

発掘調査の結果、古墳時代前期から、奈良時代、平安時代、そして鎌倉・室町時代に至る

まで、多くの遺構と遺物を検出することができました。また、古墳時代前期に造られた大型

の方形周溝墓は、中央部に盛り土された墳丘部分が残されていました。このほか、古墳時代

の祭祀に使われた石製模造品や玉類および滑石製紡錘車の未製品が出土することから、この

地に玉造りや石工技術をもつ人が住んでいたことがわかります。

本書は、これらの成果をまとめたものであります。埋蔵文化財の保護や学術研究の基礎資

料として、また、普及・啓発および各教育機関の参考資料として広く活用していただければ

幸いです。

本報告書の刊行にあたり、発掘調査に関する諸調整に御尽力いただきました埼玉県教育局

生涯学習部生涯学習文化財課及び旧大里町教育委員会、熊谷市教育委員会をはじめ、発掘調

査から報告書刊行に至るまで御協力いただきました国土交通省関東地方整備局並びに地元関

係者各位に対し、深く感謝申し上げます。

平成18年 3月

財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長福田陽充



例 言

1. 本書は、埼玉県大里郡大里町（現熊谷市）津田

に所在する下田町遺跡（第 4次調査東区・第 5次

調査） の発掘調査報告書である。以下、調査にか

かわる記載は、第 5次調査分であり、第 4次調査

分については、埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告

書第319集の下田町遺跡IIIを参照されたい。

下田町遺跡では、

下田町遺跡 I

下田町遺跡II

これまでに以下の報告書を当

事業団から刊行している。

事業団報告書第296集

事業団報告書第30]集

2. 遺跡の略号と代表地番及び発掘調査届に対する

指示通知は、以下のとおりである。

下田町遺跡第 5次 (SMDMT4) 

埼玉県大里郡大里町 （現熊谷市）津田1828-1 

番地他

平成16年 5月10日付け

2004 

2005 

教文第 2-15号

3.発掘調査は、大里地区高規格堤防整備事業に伴

う事前調査であり、埼玉県教育局生涯学習部文化

財保護課（当時）が調整し、国土交通省関東地方

整備局の委託を受け、財団法人埼玉県埋蔵文化財

調査事業団が実施した。

4.発掘調査事業は、 I-3の組織により実施した。

発掘調査は、平成16年 4月8日から平成17年 3月

24日まで実施し、昼間孝志、木戸春夫、瀧瀬芳之、

中山浩彦、松本美佐子が担当し、的野善行、

美穂の協力を得た。

整理・報告書作成事業は、平成17年 7月1日か

ら平成18年 3月24日まで実施し、磯崎

山北

5. 遺跡の基準点測量は、 （梱シン技術コンサルに委

託した。空中写真撮影および合成写真は、中央航

業株式会社に委託した。現場における花粉分析、

珪藻分析、炭化材樹種同定、赤色顔料分析はパリ

ノ・サーヴェイ株式会社に、漆製品の保存処理は

株式会社京都科学に委託した。整理における木製

品の樹種同定と獣骨の同定は、パリノ・サーヴェ

イ株式会社に委託した。

6.発掘調査時の写真撮影は発掘担当者が、遣物の

写真撮影は大屋道則および整理担当者が行った。

7.出土品の整理・図版作成は、儀崎、赤熊、瀧瀬、

中山が行い、兵、大和田の協力を得た。

8. 本書の執筆は、

部生涯学習文化財課、

を瀧瀬、 V-3、木製品の記載、付編の表作成を

大和田が、

I -1を埼玉県教育局生涯学習

II •N-8 を赤熊、

11.発掘調査から報告書の刊行までに、

V-4 

その他を中山が行った。

9.本書の綱集は、中山が行った。

10.本書に掲載した資料は、平成18年度以降、埼玉

県立埋蔵文化財センターで管理・保管する。

下記の

方々・機関から御教示、御協力を賜った。記して

感謝の意を表します（敬称略）

浅野晴樹

大澤伸啓

篠原祐一

西本安秀

水口由紀子

池田敏宏

太田賢一

白木原宜

北條芳隆

出縄康行

大谷晃二

相馬和徳

松岡有希子

岩原

田中

剛

大谷宏治

イ言

水澤幸一

熊谷市教育委員会

ー、赤熊

浩一、瀧瀬芳之、中山浩彦が担当し、兵ゆり子、

大和田瞳の協力を得た。



凡

1. 本書中における X・Yの数値は、日本測地系

（旧測地系）による平面直角座標第IX系（原点：

北緯36°00'00”、東経139° 50'00") に基づく

座標値（m) を示す。また、各挿図における方位

はすべて座標北を示している。

2. 遺跡におけるグリッドの設定は、前記座標系に

基づいて設置した、 lOmXlOm方眼を基本グリッ

ドとしている。

3.グリッドの名称は、北西杭を基準として、東西

方向は西から東へA、B、C…とアルファベット

を付し、南北方向は北から南へ 1、 2、 3…と算

用数字を付した。（例 H-34グリッド）

4.本書における本文・挿図・表に示す遺構の略号

は以下のとおりである。

SR 方形周溝墓 s J 竪穴住居跡

SB 掘立柱建物跡 SE 井戸跡

SX 性格不明遺構 SK 土坑

SD 溝跡 P・GP ピット

5.本書における挿図の縮尺は原則として以下のと

おりである。

遺構図

方形周溝墓 1 : 80 

竪穴住居跡・掘立柱建物跡 1 : 60 

井戸跡・土坑 ・ピット 1 : 60 

溝跡断面 1 : 60 

遺物実測図

木製品（大型） 1 ：8、1:6

土器・木製品・砥石 1 : 4 

縄文・土師器拓影図 1:3 

土錘・紡錘車・打製石斧 1:3 

石製模造品・玉類・金属製品 1:2 

臼玉・銭貨 1 : 1 

その他、遺物出土状況詳細図、遺跡位置図、周

辺地形図、全体図等は個別に縮尺率を設定した。

6. 遺構断面図等に表記した水準数値は、海抜標高

例

を示す。

7. 遺構図中、焼土 ・被熱範囲は黒40％網かけ、

炭・灰分布範囲は黒20％網かけ、噴砂はスクリー

ントーン71/50で示した。

8.遺物のうち、須恵器は断面を黒塗りにした。ま

た、緑釉．灰釉陶器、彩色土器については、施

釉・彩色範囲を網かけで示した。

網は、緑釉20%・断面40%、灰釉10%・断面

40%、赤彩・赤漆10%、黒色土器・黒漆30％であ

る。

9.木器の木取りについては、断面図に年輪方向を

模式的に図示した。ただし、年輪の横断面が断面

図にあらわれない場合や、木取りを確認していな

い木器の断面図は白ぬきである。

10.遣物観察表については次のとおりである。

•口径・器高・底径はcm 、 重さはgを単位とする 。

• ( )内の数値は復元推定値、 ［ ］内の数値は残

存値である。

．胎土は肉眼で観察できるものについて次のよう

に略号で示した。

雲：雲母 片：片岩 角：角閃石

長石：長石石英：石英軽：軽石

砂粒：砂粒子 赤粒：赤色粒子

白粒：白色粒子 黒粒：黒色粒子

針：白色針状物質

・焼成は、良好・普通・不良の 3段階に分けた。

・残存率は、破片の場合には、図示した器形の部

分に対する割合を示したものもある。

11.本書に掲載した地形図は、国土地理院発行の

1/50,000地形図、大里町都市計画図1/5,000を使用

した。

12.土層および土器類の色調の表記は、 『新版標準

土色帖」2002年度版（農林水産省農林水産技術会

議事務局監修•財団法人日本色彩研究所色票監

修）に従った。
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図版目次

（第 1分冊）

口絵 1 下田町遺跡第 2~5次調査区全景（合成）

口絵 2 第4次調査東区全景

第 5次調査北端全景

口絵3 第 5次調査北半全景

第 5次調査南半全景

口絵4 第11号方形周溝墓

第11号方形周溝墓出土土器

口絵5 第12号方形周溝墓マウンド全景

第12号方形周溝墓マウンド土層断面

口絵 6 第12号方形周溝墓出土土器

第17号方形周溝墓出土土器

口絵7 第17号方形周溝墓出土壺形土器（第38図2)

第18号方形周溝墓遺物出土状況

口絵8 玉類一括（子持勾玉・勾玉・管玉ほか）

第792号溝跡出土土器

（第 2分冊）

図版 1 1 遺跡遠景（西から）

2 第4次調査東区全景（北西から）

図版 2 1 第 5次調査北半全景（東から）

2 第 5次調査南半全景（北から）

図版 3 1 第 5次調査北半近景（北から）

2 第 5次調査南側住居跡群（北から）

図版 4 1 第11号方形周溝墓①

2 第11号方形周溝墓②

図版 5 1 第11号方形周溝墓北溝

2 第11号方形周溝墓遺物出土状況①

3 第11号方形周溝墓遺物出土状況②

4 第11号方形周溝墓遺物出土状況③

5 第12号方形周溝墓（第 4次調査分）

図版 6 1 第12号方形周溝墓北溝

2 第12号方形周溝墓マウンド土層断面

3 第12号方形周溝墓北溝土層断面

4 第12号方形周溝墓東溝土層断面

5 第12号方形周溝墓遺物出土状況①

6 第12号方形周溝墓遺物出土状況②

7 第12号方形周溝墓遺物出土状況③

8 第12号方形周溝墓遺物出土状況④

閲版 7 1 第12号方形周溝墓（第 5次調査分）

2 第12号方形周溝墓マウンド

図版 8 1 第12号方形周溝墓マウンド土層断面①

2 第12号方形周溝墓マウンド土層断面②

図版 9 1 第12号方形周溝墓①

2 第12号方形周溝墓②

図版10 1 第12号方形周溝墓上層遺物出土状況①

2 第12号方形周溝墓上層遺物出土状況②

3 第12号方形周溝墓上層遺物出土状況③

4 第12号方形周溝墓下層遺物出土状況①

5 第12号方形周溝墓下層遺物出土状況②

6 第12号方形周溝墓下層遺物出土状況③

7 第12号方形周溝墓下層遺物出土状況④

8 第12号方形周溝墓調査風景

図版11 1 第14号方形周溝墓

2 第15~18号方形周溝墓（東から）

図版12 1 第15~18号方形周溝墓（南から）

2 第15号方形周溝墓①

図版13 1 第16号方形周溝墓

2 第15号方形周溝墓②

3 第15号方形周溝墓東溝遺物出土状況

4 第16号方形周溝墓東溝遺物出土状況①

5 第16号方形周溝墓東溝遺物出土状況②

図版14 1 第17号方形周溝墓

2 第17号方形周溝墓遺物出土状況①

3 第17号方形周溝墓遺物出土状況②

4 第17号方形周溝墓遺物出土状況③

5 第17号方形周溝墓紺形土器出土状態

図版15 1 第18号方形周溝墓

2 第18号方形周溝墓遺物出土状況①

3 第18号方形周溝墓遺物出土状況②

4 第18号方形周溝墓遺物出土状況③



5 第19号方形周溝墓

図版16 1 第324号住居跡

2 第325号住居跡

3 第325号住居跡カマド

4 第326号住居跡

5 第327号住居跡

6 第328号住居跡

7 第330号住居跡

8 第330号住居跡カマド

図版17 1 第330号住居跡遺物出土状況

2 第331号住居跡

3 第330号住居跡遺物出土状況①

4 第330号住居跡遺物出土状況②

5 第332号住居跡

図版18 1 第333号住居跡

2 第333号住居跡カマド

3 第333号住居跡遺物出土状況

4 第334号住居跡

5 第335号住居跡

図版19 1 第336• 337号住居跡

2 第336号住居跡勾玉出土状況

3 第338号住居跡

4 第339号住居跡

5 第340号住居跡

図版20 1 第340号住居跡カマド 1

2 第340号住居跡カマド 1遺物出土状況

3 第340号住居跡カマド 2

4 第340号住居跡貯蔵穴

5 第340号住居跡遺物出土状況

6 第341号住居跡

7 第342号住居跡

8 第342号住居跡カマド

図版21 1 第343号住居跡

2 第343号住居跡炉 1

3 第343号住居跡炉 2

4 第343号住居跡遺物出土状況

5 第344• 351 • 358 • 359号住居跡

図版22 1 第344号住居跡カマド

2 第344号住居跡貯蔵穴 1• 2 

3 第345号住居跡

4 第345号住居跡石製模造品出土状況

5 第346号住居跡

6 第346号住居跡カマド

7 第346号住居跡カマド遺物出土状況

8 第347号住居跡

図版23 1 第348号住居跡

2 第348号住居跡カマド

3 第350号住居跡

4 第350号住居跡貯蔵穴

5 第351号住居跡貯蔵穴

図版24 1 第352号住居跡

2 第353号住居跡

3 第355号住居跡

4 第357号住居跡

5 第359号住居跡

6 第360号住居跡

7 第361号住居跡

8 第362号住居跡

図版25 1 第363号住居跡

2 第363号住居跡カマド

3 第363号住居跡遺物出土状況

4 第363号住居跡カマド遺物出土状況①

5 第363号住居跡カマド遺物出土状況②

図版26 1 第364号住居跡

2 第364号住居跡カマド

3 第364号住居跡遺物出土状況

4 第365号住居跡

5 第365号住居跡遺物出土状況

図版27 1 第366号住居跡

2 第366号住居跡カマド

3 第367号住居跡

4 第367号住居跡カマド

5 第367号住居跡遺物出土状況①

6 第367号住居跡遺物出土状況②



7 第368号住居跡

8 第368号住居跡カマド

図版28 1 第369号住居跡

2 第371号住居跡

3 第371号住居跡カマド

4 第372号住居跡

5 第372号住居跡カマド

6 第373• 374 • 379号住居跡

7 第373号住居跡貯蔵穴

8 第375号住居跡

図版29 1 第376号住居跡

2 第376号住居跡カマド

3 第376号住居跡遺物出土状況①

4 第376号住居跡遺物出土状況②

5 第376号住居跡ピット 2

6 第378• 385号住居跡

7 第380• 382 • 383 • 387号住居跡

8 第381号住居跡

図版30 1 第384号住居跡

2 第386号住居跡

3 第388号住居跡

4 第389号住居跡

5 第389号住居跡カマド

6 第389号住居跡貯蔵穴

7 第390号住居跡

8 第391号住居跡

図版31 1 第392号住居跡

2 第392号住居跡カマド

3 第394号住居跡

4 第394号住居跡遺物出土状況

5 第395• 396号住居跡

6 第397号住居跡

7 第398号住居跡

8 第399号住居跡

図版32 1 第400号住居跡

2 第400号住居跡炉

3 第400号住居跡貯蔵穴

4 第400号住居跡遺物出土状況①

5 第400号住居跡遺物出土状況②

図版33 1 第401号住居跡

2 第402号住居跡

3 第403号住居跡

4 第404号住居跡

5 第404号住居跡カマド

6 第404号住居跡カマド袖遺物出土状況

7 第404号住居跡遺物出土状況

8 第405号住居跡

図版34 1 第406号住居跡

2 第406号住居跡ピット 1

3 第406号住居跡管玉出士状況

4 第407~410号住居跡

5 第407号住居跡

6 第407号住居跡貯蔵穴

7 第411号住居跡

8 第411号住居跡遺物出土状況

図版35 1 第412• 413号住居跡

2 第414• 415号住居跡

3 第414号住居跡貯蔵穴

4 第416• 417号住居跡

5 第418• 423号住居跡

6 第420号住居跡カマド遺物出土状況

7 第420号住居跡遺物出土状況

8 第422号住居跡

図版36 1 第53号掘立柱建物跡

2 第53号掘立柱建物跡 P5 

3 第53号掘立柱建物跡 P6 

4 第52号掘立柱建物跡

5 第54号掘立柱建物跡

図版37 1 第389号井戸跡

2 第390号井戸跡

3 第390号井戸跡曲物出土状況

4 第391号井戸跡

5 第394号井戸跡

6 第394号井戸跡木製品出土状況



7 第395号井戸跡

8 第396号井戸跡遺物出土状況

図版38 1 第397号井戸跡

2 第397号井戸跡遺物出土状況

3 第400号井戸跡

4 第401号井戸跡

5 第402号井戸跡

6 第403号井戸跡

7 第404号井戸跡

8 第404号井戸跡遺物出土状況

図版39 1 第405号井戸跡

2 第407号井戸跡

3 第408号井戸跡

4 第408号井戸跡遺物出土状況

5 第409号井戸跡

6 第410号井戸跡

7 第412号井戸跡

8 第413号井戸跡、第765号土坑

図版40 1 第414号井戸跡

2 第414号井戸跡木製漆塗椀出土状況

3 第415号井戸跡

4 第416号井戸跡

5 第417号井戸跡

6 第418号井戸跡

7 第419号井戸跡

8 第419号井戸跡遺物出土状況

図版41 1 第420号井戸跡

2 第421号井戸跡

3 第421号井戸跡井戸枠出土状況①

4 第421号井戸跡井戸枠出土状況②

5 第422号井戸跡

6 第422号井戸跡逍物出土状況

7 第423号井戸跡

8 第424号井戸跡

図版42 1 第 7号円形周溝状遺構

2 第8号竪穴状不明遺構

3 第8号竪穴状不明遺構遺物出土状況①

4 第8号竪穴状不明遺構遺物出土状況②

5 第 9号竪穴状不明遺構

図版43 1 第660号土坑

2 第663号土坑

3 第670号土坑

4 第672号土坑

5 第675号土坑

6 第678号土坑

7 第680号土坑

8 第682号土坑

図版44 1 第683号土坑

2 第686• 687号土坑

3 第689号土坑

4 第692号土坑

5 第703号土坑

6 第703号土坑焼土・炭化物検出状況

7 第706号土坑

8 第709号土坑

図版45 1 第711号土坑

2 第712号土坑

3 第712号土坑炭化物検出状況

4 第715号土坑

5 第716号土坑

6 第721号土坑

7 第723号土坑

8 第725号土坑

図版46 1 第729号土坑

2 第730号土坑

3 第736号土坑

4 第737号土坑

5 第739号土坑

6 第740号土坑

7 第745号土坑

8 第751号土坑

図版47 1 第754号土坑

2 第755号土坑

3 第756号土坑



4 第758号土坑遺物出土状況

5 第761号土坑

6 第761号土坑遺物出土状況

7 第763号土坑

8 第777号土坑

図版48 1 第778号土坑

2 第783号土坑遺物出土状況

3 第796号土坑

4 第798号土坑

5 第800号土坑、 046G P3 

6 第803号土坑

7 第806号土坑

8 第828号土坑

図版49 1 M27G Pl 

2 K28G Pl5 

3 028G P4 

4 032G P21 

5 N33G P57 

6 Q46G P31 

7 Q47G Pll 

8 P48G Pl5 

図版50 1 第655号溝跡

2 第655号溝跡紡錘車出土状況

3 第657• 658号溝跡

4 第660~663• 679号溝跡

5 第666• 667号溝跡

6 第671号溝跡

7 第671号溝跡子持勾玉出土状況

8 第671号溝跡遺物出土状況

図版51 1 第673~675号溝跡

2 第673• 674 • 732 • 733号溝跡

3 第674号溝跡遺物出土状況

4 第680号溝跡

5 第684~687• 710号溝跡

6 第691~693号溝跡

7 第697号溝跡

8 第698号溝跡

図版52 1 第706• 718 • 719号溝跡

2 第731号溝跡紡錘車出土状況

3 第731号溝跡遺物出土状況

4 第736~740• 746 • 747号溝跡

5 第745号溝跡

6 第753• 754号溝跡

7 第753号溝跡遺物出土状況

8 第755号溝跡

図版53 1 第762号溝跡

2 第762号溝跡遺物出土状況①

3 第762号溝跡遺物出土状況②

4 第762号溝跡遺物出土状況③

5 第762号溝跡遺物出土状況④

6 第764• 766号溝跡

7 第767号溝跡

8 第779号溝跡

図版54 1 第789• 806号溝跡

2 第792• 795 • 796 • 798号溝跡

3 第792号溝跡遺物出土状況①

4 第792号溝跡遺物出土状況②

5 第795• 796号溝跡遺物出土状況①

6 第795• 796号溝跡遺物出土状況②

7 第795• 796号溝跡遺物出土状況③

8 第804• 805号溝跡

図版55 1 第809号溝跡

2 第809号溝跡遺物出土状況①

3 第809号溝跡遺物出土状況②

4 第810号溝跡

5 第816• 817号溝跡

6 第820• 822号溝跡

7 第823~825• 831号溝跡

8 第 3号道路状遺構

図版56 1 044G 谷部土層断面

2 N47G 谷部土層断面

図版57 1 P40G 谷部金環出土状況

2 P40G 谷部遺物出土状況

3 P41G 谷部遺物出土状況



4 P42 • 43G 谷部遺物出土状況 第365号住居跡出土遺物

5 P42G 谷部遺物出土状況① 図版68 第367号住居跡出土遺物

6 P42G 谷部遺物出土状況② 第370号住居跡出土遺物

7 0 • P43G 谷部遺物出土状況 第372号住居跡出土遺物

8 P43G 谷部遺物出土状況① 第375号住居跡出土遺物

図版58 1 P43G 谷部遺物出土状況② 第376号住居跡出土遺物

2 044G 谷部遺物出土状況① 図版69 第376号住居跡出土遺物

3 044G 谷部遺物出土状況② 第377号住居跡出土遺物

4 044G 谷部剣形模造品出土状況 第381号住居跡出土遺物

5 046G 谷部遺物出土状況 第382号住居跡出上遺物

6 046G 谷部曲物出土状況 第383号住居跡出土遺物

7 046G 谷部鉄鏃出土状況 図版70 第384号住居跡出土遺物

8 M47G 谷部遺物出土状況 第385号住居跡出土遺物

図版59 第11号方形周溝墓出土遺物 第396号住居跡出土遣物

図版60 第l1号方形周溝墓出土遺物 第397号住居跡出土遺物

第12号方形周溝墓出土遺物 図版71 第399号住居跡出土遺物

図版61 第12号方形周溝墓出土遺物 第400号住居跡出土遺物

図版62 第12号方形周溝墓出土遺物 第403号住居跡出土遺物

第15号方形周溝墓出土遺物 第404号住居跡出土遺物

第16号方形周溝墓出土遺物 第406号住居跡出土遺物

図版63 第17号方形周溝墓出土遺物 図版72 第406号住居跡出土遺物

図版64 第18号方形周溝墓出土遺物 第414号住居跡出土遺物

図版65 第326号住居跡出土遺物 第422号住居跡出土遺物

第330号住居跡出土遺物 第394号井戸跡出土遺物

第331号住居跡出土遺物 第395号井戸跡出土遺物

第333号住居跡出土遺物 図版73 第396号井戸跡出土遺物

第334号住居跡出土遺物 第403号井戸跡出土遺物

第340号住居跡出土遺物 第418号井戸跡出土遺物

図版66 第344号住居跡出土遺物 第 8号竪穴状不明遺構出土遺物

第346号住居跡出土遺物 図版74 第 8号竪穴状不明遺構出土遺物

第348号住居跡出土遺物 第660号土坑出土遺物

第350号住居跡出土遺物 第698号土坑出土遺物

第351号住居跡出土遺物 第716号土坑出土遺物

第357号住居跡出土遺物 第725号土坑出土遺物

第361号住居跡出土遺物 第736号土坑出土遺物

図版67 第363号住居跡出土遺物 第803号土坑出土遺物

第364号住居跡出土遺物 因版75 N33G P7出土遺物



P48G Pl5出土遺物 第350号住居跡出土遺物

第655号溝跡出土遺物 第363号住居跡出土遺物

第673号溝跡出土遺物 図版88 第363号住居跡出土遺物

第674号溝跡出土遺物 第364号住居跡出土遺物

第675号溝跡出土遺物 第367号住居跡出土遺物

第680号溝跡出土遺物 図版89 第367号住居跡出土遺物

第688号溝跡出土遺物 第370号住居跡出土遺物

図版76 第702号溝跡出土遺物 第371号住居跡出土遺物

第747号溝跡出土遺物 第375号住居跡出土遺物

第753号溝跡出土遺物 図版90 第376号住居跡出土遣物

第762号溝跡出土遺物 第380号住居跡出土遺物

図版77 第762号溝跡出土遺物 第381号住居跡出土遣物

第792号溝跡出土遺物 第393号住居跡出土遺物

図版78 第792号溝跡出土遺物 第398号住居跡出土遺物

図版79 第792号溝跡出土遺物 第400号住居跡出土遺物

第793号溝跡出土遺物 図版91 第400号住居跡出土遺物

第795号溝跡出土遺物 第404号住居跡出土遺物

第796号溝跡出土遺物 第406号住居跡出土遺物

図版80 第796号溝跡出土遺物 第407号住居跡出土遺物

第809号溝跡出土遺物 第397号井戸跡出土遣物

第810号溝跡出土遺物 図版92 第404号井戸跡出土遣物

第822号溝跡出土遺物 第 8号竪穴状不明遺構出土遺物

谷部出土遺物 第683号士坑出土遺物

図版81 谷部出土遺物 P46G Pl4出土遺物

図版82 谷部出土遺物 Q46G PlOl出土遺物

図版83 谷部出土遺物 第671号溝跡出土遺物

図版84 谷部出土遺物 図版93 第671号溝跡出土遺物

グリッド・表採出土遺物 第674号溝跡出土遺物

図版85 グリッド・表採出土遺物 第731号溝跡出土遺物

図版86 第331号住居跡出土遺物 第747号溝跡出土遺物

第333号住居跡出土遺物 図版94 第753号溝跡出土遺物

第340号住居跡出土遺物 第762号溝跡出土遺物

第343号住居跡出士遺物 図版95 第762号溝跡出土遺物

図版87 第344号住居跡出土遺物 第783号溝跡出土遺物

第345号住居跡出土遺物 第794号溝跡出土遺物

第346号住居跡出土遺物 図版96 谷部出士遺物

第348号住居跡出土遺物 図版97 谷部出土遺物



図版98 谷部出土遺物 図版114 谷部出土遺物

図版99 谷部出土遺物 図版115 谷部出土遺物

図版100 谷部出土遺物 図版116 谷部出土遺物

図版101 谷部出土遺物 図版117 谷部出土遺物

図版102 谷部出土遺物 図版118 谷部出土遺物

グリッド・表採出土遺物 グリッド・表採出土遺物

図版103 グリッド・表採出土遺物 図版119 第400号住居跡出土遺物

図版104 第331号住居跡出土遺物 第666号溝跡出土遺物

第345号住居跡出土遺物 第671号溝跡出土遺物

第346号住居跡出土遺物 第680号溝跡出土遺物

第363号住居跡出土遺物 第689号溝跡出土遺物

図版105 第363号住居跡出土遺物 第753号溝跡出土遺物

図版106 第364号住居跡出土遺物 第762号溝跡出土遺物

第365号住居跡出土遺物 谷部出土遺物

第367号住居跡出土遺物 グリッド・表採出土遺物

図版107 第373号住居跡出土遺物 図版120 紡錘車、紡錘車未製品

第376号住居跡出土遺物 砥石、板碑

第377号住居跡出土遺物 図版121 須恵器1• 2 

第384号住居跡出土遺物 図版122 灰釉陶器1• 2 

図版108 第385号住居跡出土遺物 図版123 緑釉陶器l（外面）

第394号住居跡出土遺物 緑釉陶器 2 （内面）

第397号住居跡出土遺物 図版124 中世陶磁器、瀬戸

第400号住居跡出土遺物 図版125 常滑 1• 2 

図版109 第406号住居跡出土遺物 図版126 常滑 3

第411号住居跡出土遺物 中世陶器

第414号住居跡出土遺物 図版127 玉類

第420号住居跡出土遺物 石製模造品 1

図版llO 第709号土坑出土遺物 図版128 石製模造品 2 • 3 

第758号土坑出土遺物 図版129 砥石、土製品

第761号土坑出土遺物 図版130 鉄製品、銭貨

図版111 第676号溝跡出土遺物 図版131 打製石斧 1• 2 

第706号溝跡出土遺物 図版132 木製品 1

第762号溝跡出土遺物 因版133 木製品 2

図版112 第762号溝跡出土遺物 図版134 木製品 3

図版113 第762号溝跡出土遺物 図版135 木製品 4

谷部出土遺物 図版136 木製品 5



I 発掘調査の概要

1 ■ 発掘調査に至る経過

国土交通省関東地方整備局荒川上流河川事務所で

は、洪水による被害を防ぐための治水事業として、

スーパー堤防事業を行っている。

荒川右岸に面した大里町（現熊谷市）津田地先地

区においても、洪水時における水防活動を支援する

ための、復旧活動の拠点や大里町公園整備、環境セ

ンター、プール、テニスコートなどのスポーツエリ

アなどを建設して、引き続きスーパー堤防と一体で

整備を目指すこととなった。

県教育局生涯学習部文化財保護課（当時）では、

この事業の推進に伴う埋蔵文化財の保護について、

従前より荒川上流河川事務所と事前協議を重ね、調

整を図ってきたところである。

当事業にかかる埋蔵文化財包蔵地の取扱いについ

ては、建設省荒川上流工事事務所長（当時）より県

教育長あて、平成12年11月13日付け荒上事計第30号

で、埋蔵文化財の所在について照会があった。

これに対して文化財保護課（当時）では、確認調

査を実施したうえで、平成13年 1月18日付け教文第

871号で、下田町遺跡の取扱いについて次のように回

答した。

1 埋蔵文化財の所在

工事予定地には以下の埋蔵文化財が所在する。

し`1:落:Iょ；t安｀：車田地字下田
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2 取扱い

上記の埋蔵文化財は、現状保存することが望まし

いが、事業計画上やむを得ず現状を変更する場合は、

事前に文化財保護法第57条 3 （現第94条）の規定に

基づく、埼玉県教育委員会教育長あての発掘通知を

提出し、記録保存のための発掘調査を実施すること。

発掘調査については、財団法人埼玉県埋蔵文化財

調査事業団が実施機関としてあたることとし、事業

団・荒川上流河川事務所・文化財保護課（当時）の

三者により、調査方法・期間・経費等についての協

議が行われた。その結果、調査は平成13年 6月 1日

から平成17年 3月31日までの予定で実施されること

となった。

荒川上流河川事務所長から文化財保護法第57条の

3 （現第94条）の規定による埋蔵文化財発掘通知が

提出され（平成13年 6月21日付け教文第 3-21)、調

査に先立ち、第57条 1項（現第92条）の規定による

発掘調査届が財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長から提出された。

発掘調査届に対する指示通知番号は、次のとおり

である。

平成13年7月1日付け教文第 2-37号

平成14年6月19日付け教文第 2-58号

平成15年 5月19日付け教文第 2-15号

平成16年5月10日付け教文第 2-15号

（生涯学習文化財課）



2.発掘調査・報告書作成の経過
(1)発掘調査

国土交通省による大里地区高規格堤防整備事業に

伴う下田町遺跡の発掘調査は、平成13年度から16年

度までの 4カ年に亘って計画された。第5次調査は、

平成16年4月8日から平成17年 3月24まで実施され、

調査面積は、 8,500rriであった。

平成17年 4月中に発掘届け等の事務手続き、 5月

下旬には事務所設置を終了した。調査範囲の南端は

ヘリポートであったため、事業者により舗装部分の

除去が行われた。加えて、遺構確認面までの掘削深

度が深いことから、作業の安全面と効率を考慮して

土留めのためのシートバイルの打ち込みと約 lmの

表土の掘削を先行して行ってもらった。

6月から重機による残りの表土掘削を実施した。

調査範囲の約1/3が終了した段階で、補助員を投入し、

調査を開始した。調査は、昨年度の延長部分である

北側から着手し、人力での遺構確認・遺構精査を順

次行い、中旬には基準点測量を実施した。

当初の予想より掘削深度が深いことがあり、全て

の表土剥ぎが終了したのは 8月の中旬であった。そ

の結果、調査区の中央には谷部が入り込んでいたが、

遺構の密度が低いと予想されていた調査区南側は遺

構の重複が著しく、調査は困難を極めた。

発掘調査は、盛土工事と並行して行った関係上、

調査区を 3ブロックに分けて引渡しを行わなければ

ならなかったため、空中写真撮影も 9月上旬、 11月

下旬、 1月下旬の 3回に分けて実施した。

調査の結果、竪穴住居跡94軒、掘立柱建物跡 2棟、

方形周溝墓 6基、井戸跡24基、土城148基、溝跡97条、

ピットなどを検出した。遺物は、古墳時代前期から

後期の土師器・須恵器が主体で、ほかに石製品・木

製品・鉄製品などが出土した。遺物鼠は、コンテナ

で総数266箱であった。

なお、調査区北側の方形周溝墓群の調査にあわせ、

-2-

教育・普及事業の一環として、 9月4日に本遺跡で

は第 4回目となる現地説明会を開催し、 164名もの多

数の見学者が訪れた。

(2)整理・報告書の作成

整理・報告書作成は、平成17年 7月 1日から開始

し、平成18年 3月24日まで実施した。

7月は、遺跡から出土した遺物の水洗、注記を行

い、順次、接合・復原作業に着手した。 8月からは、

接合が終了した遺構の分類を行った後、土器・木製

品の実測を開始した。遺物の作業と並行して、全体

図、遺構の二次原図の作成を行なった。遺構の二次

原図を終了したものについては、イラストレーター

でトレースを開始した。また、各遺構の土層注記の

入力も行った。

9月からは、土器の実測と並行して、 トレースを

開始した。実測作業が進んだ10月には、破片資料の

拓本作業を行い、遺物の観察表の入力も同時に行っ

た。 9月一杯で遺構の二次原図の作業を終わらせ、

イラストレーターでのトレースを進め、 11月からは

全体図の作成も行った。遺物の出土している遺構に

ついては分布図を作成し、 トレースを行った。

11月の中旬に遺物の実測が終了した段階で、石膏

部分の色付けを行った後、 12月には遺物の写真撮影

を行った。また、 トレースが終了したものについて

は図版作成を行った。遺構については、イラストレ

ーターによるトレースと並行して、遺構・遺物の各

種表の作成を行いながら、原稿の執筆を開始する。

1月中に遺構・遺物の版組を全て終了し、 2月中

旬までで原稿執筆を終了させた。 2 • 3月は、印刷

業者の入札後、 3回の校正を経て、報告書を印刷、

刊行した。 3月末には作業が終了した図面、写真、

遺物等を整理・分類し、収納作業を行ない、全ての

作業を終了した。
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3.発掘調査・整理・報告書刊行の組織
主体者財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

(1)発掘調査（平成16年度） (2)整理・報告書刊行（平成17年度）

理 事 長 福田陽充 理 事 長 福田陽充

副理事長 飯塚誠一郎 副理事長 飯塚誠一郎

常務理事兼管理部長 中村英樹 常務理事兼管理部長 保永清光

管理部 管理部

副 部 長 村田健 ― 坪目 理 部 村田健―

主 席 田中由夫 主 席 高橋義和

主 任 江田和美 主 席 宮井英 一

(~6月30日） 主 任 長滝美智子

主 任 長滝美智子 (~8月5日）

主 任 福田昭美 主 任 福田昭美

主 任 菊池 久 主 任 菊池 久

主 事 海老名 健 主 事 海老名 健

(6月1日～） (~ 3月15日）

主 事 石原良子 主 事 岩上浩子

(6月1日～） (8月1日～）

調査部 主 事 結城淑恵

調査部長 宮崎朝雄 (3月1日～）

調査副部長 坂野和信 調査部

主席調査員（調査第一担当） 昼間孝志 調査部長 今泉泰之

(10月1日～10月31日） 調査部副部長 坂野和信

統括調査貝 木戸春夫 主席調査員（資料整理第一担当） 峨崎

(11月1日～） 統括調査員 赤熊浩 一

統括調査員 瀧瀬芳之 統括調査員 瀧瀬芳之

主任調査員 中山浩彦 主任調査員 中山浩彦

調 査 員 松本美佐子

(6月1日～）

-4-



II 遺跡の立地と環境

1 地理的環境

下田町遺跡は、埼玉県大里郡大里町（現熊谷市）

大字津田字埋田町1775番地ほかに所在する。埼玉県

大里町は、地形的に見て、関東平野のなかでも西縁

にあって、関東構造盆地の周縁部と中央部の中間地

帯にあたり、荒川中流域右岸に位置している。町は、

西にある比企丘陵と東の荒川に挟まれた低地帯に位

置する。

大里町は、近年の宅地化と人口増加もあり、平成

13年に町制が施行された。大里町の西側を南北に国

道407号線が走る。国道は熊谷市と東松山市を結び、

大里町はその中間にあたる。町全体は、畑地と水田

の広がる農村地帯である。大里町には鉄道の駅はな

く、下田町遺跡は隣町にあるJR商崎線吹上駅から

西北西の方向に約2.75kmの位置にある。

西側にある比企丘陵は、荒川右岸に分布する江南

台地、吉見丘陵、東松山台地、岩殿丘陵、高坂台地、

入間台地などの複数の丘陵の一つである。比企丘陵

は、北の江南台地と南の東松山台地に挟まれ、秩父

山地の中で秩父盆地より東の山地である外秩父山地

から半島状に長く突き出した丘陵である。丘陵の東

縁には二つの段丘面が形成されている。高い方の段

丘面 Iは最終間氷期に形成された面、低い方の段丘

面IIは最終氷期前期に形成された面である。

東側に広がる低地部は、砂やシルトが堆積して微

高地となっている自然堤防と後背湿地とに区分され

る。これらの微地形は、主に江戸時代以降に繰り返

し起きた洪水による地形である。現在の荒川の流路

は、江戸時代に人工的に作られたことが知られてい

る。荒川は大里町の町界となる河川であるが、寛永

六年（1629) に関東郡代伊奈備前守忠治の命により、

熊谷市久下で元荒川を締め切り、和田吉野川につな

ぐ新川の開削をおこない、入間川に合流させて現在

の荒川の本流を形成した。このため、江戸時代の河

川改修以前の生活史を残す遺構面は、江戸時代以降

の新たな荒川本流に起こった洪水の土砂の堆積によ

[
、
一

四 冒 □D D
山地凹地 丘陵 台地 低地

ぐ．
\ノ•.
.、●、～乞•.... •ぶ．＿．一．＿．ノ

20km 

第 2図埼玉県の地形
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~ 

などが大量に廃棄された状態で出土した。

これらの貝類は、船で東京湾から運ばれ

たものと考えられ、河川交通が盛んであ

ったことを物語る。

この他、本河川の北側には大宮台地の

東側を古代の主要河川である元荒川が位

置し、さらに東側には、古利根川が位置

する。これらの河川に加え、中小の河川

をも含めた河川交通網が作られていたと

考えられる。「埼玉の津」と万葉集に読ま

れた場所として指摘される行田市築道下

遺跡は元荒川の河岸のような機能が考え

られる。このほか、河川の流域には古墳

時代に多くの遺跡が形成される。

ー 山地・丘陵斜面 ［ロロJ 段丘面 I □□ 段丘面1I

2 歴史的環境

下田町遺跡では、縄文時代後期、弥生

時代中期後半、後期末～古墳時代前期、
扇状地 自然堤防

大矢雅彦・高山ー・久保純子・応用地質株式会社 1996 
『荒JII流域地形分類図』 （建設省関東地方建設局荒川上流工事事務所）を改変

古墳時代中期、後期、奈良•平安時代、

鎌倉・室町時代の各時代の遺構・遺物が

検出された。周辺でこれまでに確認され

第3図 下田町遺跡の周辺地形

って地中深くに埋没することとなった。本遺跡所在

地の現地表面は18.7m、遺構確認面は16.7mであり、

このようにして埋没した遺跡の一つである。

遺跡は、和田吉野川左岸の自然堤防上に立地して

おり、河川環境にも恵まれた土地である。古代の和

田吉野川は、西方の寄居町を水源として、比企丘陵

の北側を東へ流れる吉野川と和田川が大里町下恩田

地区で合流し、 さらに下流で入間川と合流し、東京

湾に注ぐ主要河川である。

また、遺跡の南側には、「津」という字の付いた地

名が見られる。河川が近く、水上交通の拠点として

の機能を持つ士地につけられることがあることから、

下田町遺跡の所在地名にある津田という大字は、こ

の地が和田吉野川の河川交通の要衝であったことを

うかがわせる。調査の結果、下田町第 2次調査の第

80号溝跡からは、海水産のカキ、ハマグリ、アサリ
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ている遺跡および各時代の歴史的環境の概要につい

ては、既に『下田町遺跡 I• II』において記載した。

ここでは、今回報告する第 4次調査と第 5次調査に

おいて検出された遺構・遺物の属する時期に絞り、

周辺遺跡および歴史的環境について触れることにす

る。

下田町遺跡で、縄文時代の遺構は検出されていな

いが、縄文時代後期の土器片がわずかに出土してい

る。周辺に縄文時代の活動域が存在していたことを

うかがわせる。縄文時代後期は、全体的に遺跡数の

減少傾向と規模の縮小傾向がみられる時期であるが、

一方で、沖積地でも遺跡の検出例が知られるように

なる。下田町遺跡の周辺では、台地上の桜谷遺跡で

堀之内 1式期の住居跡と土城が検出されているほか、

桜谷東遺跡や東山遺跡でも住居跡と土城がみつかっ

ている。これら台地の遺跡だけではなく、自然堤防



上に立地する成願遺跡でも、遺構こそ検出されなか

ったものの、縄文時代後期の深鉢が出土し、沖積地

での当時の活動の展開がみられる。

下田町遺跡で次に人々の活動の痕跡が確認される

のは、弥生時代中期後半になってからである。比企

丘陵では、櫛状工具により施文された波状文や櫛描

文をもつ岩鼻式土器と縄文を施文文様とする吉ヶ谷

式土器が存在する。本遺跡では、両者の出土を住居

跡や方形周溝墓から見られるものの明瞭な共伴関係

をつかめる資料はない。周辺にみられる該期の遺跡

は、西南西の台地上に立地する船木遺跡で、方形周

溝墓が検出されている。このほか、船木遺跡に隣接

し、 一段階古い中期中葉の壺形土器が出土している

円山遺跡がある。近隣地域では、東方で自然堤防上

に立地する袋・台遺跡が知られ、該期の住居跡が検

出されている。 7kmほど北側の荒川扇状地扇端部は、

弥生時代中期から後期にかけての遺跡が集中する地

域で、中期中葉の池上・小敷田遺跡、中期後半から

末にかけての北島遺跡、前中西遺跡、諏訪木遺跡な

ど複数の遺跡で遺構および遺物が出土している。

下田町遺跡でも確認されている方形周溝墓は、西

日本から稲作農耕を伴って伝播した弥生文化の一要

素であり、埼玉県域ではその分布から、関東地方南

部に達した後に、荒川を遡上して広がったものと考

えられている。注目されるのは、下田町遺跡での検

出例が、荒川扇状地扇端部を除く低地部で方形周溝

墓が検出された初めての例であり、低地部への進出

は荒川扇状地扇端部だけではないことが示されたこ

とである。周辺の低地部にも弥生時代の遺跡が埋没

している可能性があり、今後の調査が期待される。

弥生時代後期から古墳時代前期にかけての周辺地

域では、比企丘陵などに分布する櫛描文を主体とす

る櫛描文系土器と、県北部などに分布する縄文施文

を主体とする吉ケ谷式土器の両者の土器がみられる。

遺跡数の増加もみられ、比企丘陵や県北部との交流

が活発であったことがうかがえる。周辺では、桜谷

遺跡、大境遺跡、船木遺跡、円山遺跡、箕輪遺跡、
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北廓遺跡、東松山市玉太岡遺跡など低地を望む台地

上の遺跡と、成願遺跡など低地の自然堤防上の集落

遺跡がある。成願遺跡や下田町遺跡のような低地に

立地する集落は、近年の調査によって明らかにされ

たものである。両遺跡では、遺物にも共通性がみら

れ、関係が注目される。また、これらの低地部の集

落と台地の集落との関係についても今後の調査研究

で注目されるところである。稲作農耕を基盤とした

社会の発展に必要な低地開発が継続して進められて

いたと考えられる。

古墳時代前期には、東松山市五領遺跡のように住

居跡100軒以上から成る大規模集落が形成されるよう

になる。遺物には、東海地方など各地域の影響が土

器などにみられるようになり、周辺各地との交流も

さらに盛んなものとなる。全国的には古墳の造営が

始まる時期だが、下田町遺跡周辺では、墓制は依然

として方形周溝墓が営まれている。遺跡周辺では、

楓山西遺跡、大境遺跡、大境南遺跡、大林南遺跡、

玉太岡遺跡、箕輪遺跡、船木遺跡などで中・小規模

の集落が確認されている。

古墳時代後期になると周辺に古墳が築造される。

東松山市冑山古墳は、全長90mの円墳で、円墳とし

ては埼玉古墳群の丸墓山古墳に次ぐ大きさをもち全

国屈指の規模である。墳丘からは埴輪片が表採され6

世紀前半の築造とされている。また、とうかん山古

墳は、全長74mの前方後円墳で、墳丘から表採され

た埴輪や土器片から 6世紀中葉前後とされている。

とうかん山古墳は、隣接する箕輪遺跡や五反林遺跡

などの古墳を含め古墳群を形成している。このほか、

円山古墳群、阿諏訪野古墳群、東山古墳群、楓山古

墳群、賢木丘古墳群などが所在し、いずれも 6世紀

以降の後期古墳群である。

古墳時代後期の集落は、沖積地に積極的に進出す

る。下田町遺跡ではこれまでに79軒の竪穴住居跡、

38棟の掘立柱建物跡を検出した。また、集落域の北

側は大規模な溝を掘削し、灌漑・治水事業を積極的

に行ったと考えられる。和田吉野川を挟んだ対岸の



第4図 周辺の遺跡
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成願遺跡は、自然堤防上に形成された集落で住居跡

58軒、掘立柱建物跡21棟を検出した。

下田町遺跡のように低地を居住空間とした集落の

特徴は、治水事業を伴う集落形成であったと理解す

る。このため、集落内には、用排水機能を備えた多

くの溝跡を掘削している。

この他、出土遣物で、特に、滑石製品が多く出土

していることが注意される。また、未製品の剥片や

原石に近い素材が多く出士している。

下田町遺跡全体では石製模造品を図示したものだ

けでも176点検出している。この他、石製紡錘車の未

製品を 5点検出した。近接する熊谷市船木台遺跡で

も勾玉、石製模造品、原石剥片が出土し、やはり紡

錘車の未製品が出土している。和泉期の第11号住居

跡はエ房跡と考えられている。

この他県内では、滑川町月の輪神社西遺跡、東松

山市駒堀遺跡、吉見町田甲原遺跡（註）などで紡錘

車の未製品が出土している。

また、藤岡市西平井に位置する竹沼遺跡では、古

墳時代後期の製作工房跡 9軒を調査し、使用石材は

第1表 周辺遺跡一覧表

1 下田町遺跡 28 胄山古墳

2 玉太岡遺跡 29 東山古墳

3 北郭遺跡 30 庚塚古墳

4 中郭遺跡 31 田甲原古墳

5 吉ヶ谷遺跡 32 黒岩横穴群

6 船木遺跡 33 茶臼山古墳

7 円山遺跡 34 神代古墳

8 桜谷遺跡 35 横見神社古墳， 北谷南遺跡 36 御所古墳群

10 中山遺跡 37 岩鼻古墳群

11 田甲原遺跡 38 三塚古墳群

12 岩鼻遺跡 39 かぶと塚古墳

13 八幡遺跡 40 山の上 3号墳

14 稲荷前遺跡 41 山の上 2号墳

15 丸山遺跡 42 山の上 1号墳

16 和名遺跡 43 稲荷塚古墳

17 山の上遺跡 44 吉見百穴横穴群

18 久米田遺跡 45 羽黒山古墳

19 観音寺遺跡 46 青鳥古墳群

20 雉子山遺跡 47 胄塚古墳

21 五領遺跡 48 若宮八幡古墳

22 番清水遺跡 49 附川古墳群

23 三千塚古墳 50 柏崎古墳群

24 雷電山古墳 51 野本将軍塚古墳

25 秋葉塚 52 おくま山古墳

26 とうかん山古墳 53 大谷瓦窯跡

27 楓山古墳 54 和名埴輪窯跡群
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滑石で、製作主体は臼玉、紡錘車、管玉、剣形品な

どである。 1号住居跡からは臼玉と紡錘車の製作工

程をおえる資料が出土し、滑石の荒割り、形割り、

研磨、穿孔段階の未製品が出土している。石製紡錘

車の未製品は、群馬県高崎市並榎台原遺跡、田端遺

跡から出土し、茨城県稲敷郡阿見東遺跡や結城市善

長寺遺跡、新潟県糸魚川市田伏遺跡でも検出されて

いる。また、福島県安達郡本宮町百目木遺跡からは

住居跡の床面から製作途中の紡錘車が17点まとま っ

て検出している。この他、いわき市タタラ山遺跡で

は、紡錘車の未製品のほか、滑石片が住居跡内から

10.7kg出土した。

奈良•平安時代になると、律令体制の機構のもと

下田町遺跡は大里郡に帰属する。大里郡は、郡家郷、

市田郷、楊井郷、余戸郷の 4郷からなる小郡である。

周辺には、竪穴住居跡300件以上を検出した北島遺

跡や出挙木簡を出土した小敷田遺跡などが位置する。

このほか、諏訪木遺跡、池上遺跡、 一本木前遺跡な

どの集落跡が存在し、古墳時代後期以降この地域は

継続的に集落が形成されている。

下田町遺跡の奈良時代の第319号井戸跡からは黒漆

塗壺鐙を検出した。壺鐙を出土した遺跡には、大阪

府大阪市四天王寺境内遺跡、新潟県柏崎市箕輪遺跡、

福岡県北九州市石田遺跡がありいずれも奈良時代末

の時期である。形態的特長は、奈良時代の伝世品と

考えられる法隆寺献納宝物や東大寺正倉院に納めら

れている鉄製黒漆塗りの馬具に見られる。

次に、平安時代の漆付着の容器である。検出点数

は須恵器杯・高台付塊 6点、須恵器壺 1点である。

漆付着土器の出土位置を検討するとその分布は、西

区の北側から中央付近にかけて見られる。検出した

遺構は、井戸跡及び溝跡である。特に、第286号溝跡

出土の須恵器杯は刷毛の痕跡が見られる。また、第

222号井戸跡からは 3点の漆付着の須恵器高台付塊が

出土している。このほか、表採資料ではあるが須恵

器長頸瓶の口縁部破片の内面には漆が全体に付着し

漆容器と考えられる。



漆の付着する容器は奈良•平安時代に多く見られ

る。この時代の漆は、漆採集に使用した容器なのか、

下田町遺跡出土の木製黒漆塗壺鐙や第 2号井戸跡出

土の木製黒漆塗鞍など、漆製品の生産にかかわる遺

跡であったのか、生活の中で容器として使用してい

たのか様々な可能性が指摘できる。

漆壷が検出された遺跡には、行田市築道下遺跡、

熊谷市北島遺跡、さいたま市根切遺跡が知られる。

また、平安時代の遺跡からは土師器・須恵器の杯

や塊類が主に出土し、熊谷市北島遺跡、行田市築道

下遺跡、鴻巣市新屋敷遺跡、上里町中堀遺跡が知ら

れる。

漆を士器の表面に塗った漆塗り土器が使われてい

たと考えられ、平安時代も 9世紀後半になると土器

は、須恵器、土師器の食器セットが、焼成温度の低

い軟質の須恵器、内面黒色処理された黒色土器、わ

ずかに検出される土師器、灰釉陶器、緑釉陶器など

の食器セットヘと変化すると考えられる。この中に

漆塗り土器が存在したことになるだろう 。

さらに貴重な行政文書として、平安時代の大里郡

を記録した「武蔵国大里郡坪付」とよばれる文書が

残されている。この文書は、九条家本 『延喜式』の

裏文書の中に記され大里郡印が押されている。大里

郡の役所の下で条里制が施行され、各坪単位に田畑

の面積を把握し、記載されていたことがわかる。記

引用・参考文献

された地域がどこの地域の条里地割に比定できるの

か注目される。本遺跡の調査は、平安時代の東西・

南北方向の溝跡を検出でき条里の坪付け畦畔を推定

する上で貴重な成果である。また、集落域にまで坪

並みの区画が見られるとすれば注意され、下田町遺

跡が低地に展開していることに要因があると考えら

れる。

鎌倉・室町時代には、幅 2~3m、深さ 1~2m  

の溝跡が見られる。この溝跡は二条が南北方向に平

行して伸び、さらに東西方向に分岐して伸びる。屋

敷地の区画を意味させる堀割りと考えられるが、こ

の遺構が防御的機能を持つのか、あるいは、通運な

どの機能があったのか検討する必要がある。このほ

か、井戸跡や火葬土坑の遺構も確認でき中世の屋敷

跡が存在していたものと考えられる。

県内には、中条館跡、河越館跡、真鏡寺館、ミカ

ド遺跡などの中世館が知られておりこれらの構造と

も溝跡の区画などは大きく異なるあり方であり、検

討する必要がある。また、中国製の緑釉盤が検出さ

れた。東国の館では三彩の盤または洗が出土し、河

越館跡、阿保氏館、大久保山遺跡などから出土して

いる。白磁四耳壺、青磁梅瓶とセットで出土するこ

とが多く貴重な遺物である。

下田町遺跡おける中世については、比企氏や大串

氏など武蔵武士の活躍と合わせ注目される。

高崎光司 1990 『玉太岡遺跡』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第90集 （財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団

増田逸朗 1993 『古墳時代の祭祀』「埼玉県の祭祀遺跡」東日本埋蔵文化財研究会

赤熊浩一•岡本健一 2004 『下田町遺跡 I』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第296集 （財）埼玉県埋蔵文化財調査

事業団

赤熊浩一 松岡有希子 2005 『下田町遺跡1I」埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第301集 （財）埼玉県埋蔵文化財調

査事業団

塩野博 2005 『埼玉の古墳』大里 さきたま出版会

埋蔵文化財研究会2005 『古墳時代の滑石製品』

瀧瀬芳之 2005 「奈良時代の壺鐙が出土した大里町下田町遺跡について」 『武蔵野』第81巻第 1号武蔵野文化協会

註 太田賢一氏の御教示による。
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m 遺跡の概要

下田町遺跡は、大里村（現熊谷市）遺跡調査会によ

って平成12年 1~2月に第 1次調査が実施された。調

査面積は487rriで、弥生時代の土坑墓 1基、古墳時代

の竪穴住居跡 1軒、掘立柱建物跡 4棟、平安時代の土

坑 6基、溝跡 3条が検出された。弥生時代の土坑墓か

ら鉄剣が出土し、本遺跡ぱ注目されることとなった。

当事業団は国土交通省から委託を受け、平成13~16

年度の 4ヶ年にわたり調査を実施した。第 2~5次調

査にあたり、調査総面積は40,300国である。遺跡の東

半を南北に大きくトレンチを入れた格好となり、弥生

時代から中世にかけての大規模な集落跡が検出され

た。本書で報告するのは、第 4次調査の東区と第 5次

調査の範囲である。荒川の高規格堤防建設に伴って行

われた大規模調査は、本書をもって完結となる。

検出された遺構は、方形周溝墓 8基、竪穴住居跡

98軒、掘立柱建物跡 3棟、円形周溝状遺構 1基、竪

穴状不明遺構 2基、焼土跡 1基、井戸跡36基、土坑

第 2表下田町遺跡調査概要

面積 平成 平成 平成 平成 平成
面 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

第2次 14,100 
調査

6ュ＿3/22 

整理・報 西区4/8 3/24 ------. 
告書作成

東区1／豆-----3/24 

第3次 8,700 5/10 3/24 
調査

整理・報 4/8 3/24 -----告書作成

第4次 9,000 4/8 3/24 
調査

集

296 

301 

301 

319 
西区

整理・報 7/1 3/24 320 
告書作成 ------東区

第5次 8,500 4/8 3/24 
調査

整理・報 7/1 3/24 320 
告書作成

合 計 40,300 

140基、溝跡159条、道路状遺構 1条、ピ ット1,601基

であった。また、第 5次調査の中央には谷部が検出

され、大量の遺物が出土した。この谷部により、自然

堤防が北と南に大きく分断されていた。北側と南側で

検出された集落像は、各時期により様相が異なる。

方形周溝墓は、 8基全てが古墳時代前期に築造さ

れたもので、調査区北半部で検出された。平面形態

別でみると、周溝が全周するもの 3基（第12• 17 • 

18号方形周溝墓）、四隅が切れるもの 2基（第15• 16 

号方形周溝墓） 、一辺の中央に陸橋部をもつもの 1基

（第14号方形周溝墓）、前方後方型が 1基（第11号方

形周溝墓）、不明のもの 1基（第19号方形周溝墓）で

ある。第12号方形周溝墓は、本遺跡最大の規模をも

ち、高さ約80cmのマウンドが残存していた。マウン

ド上から土坑が検出されたが、奈良時代以降の遺構

である可能性が高い。方形周溝墓同士の明確な重複

は認められなかったが、第11• 13号周溝墓は周溝を

共有していた可能性も考えられている。また、第17

号周溝墓は、近接する第16• 18号周溝墓を避けて築

時代
方形 竪穴 掘立柱 井戸跡 土坑 溝跡 その他
周溝墓 住居跡 建物跡

弥生中期 4 58 27 131 155 264 火葬土坑3
古墳前期 不明遺構2
古墳後期
～中世

弥生中期 6 37 17 171 355 301 円形周溝状
古墳前期 遺構2
～中世 火葬土坑27

道路状遺構
2 

古墳前期 3 215 3 96 118 142 柵列2
～中世 火葬土坑6

円形周溝状
遺構l

古墳前期 6 93 2 25 117 91 不明遺構4
～中世 道路状遺構

1 

19 403 49 423 745 798 

※遺構の総数は、各年度の検出数を合計したものである。そのため、同一の遺構が調査区を挟んで検出された場合、二重にカウントされ

ているものが含まれている。なお、第2~5次調査で検出した全遺構の索引を第2分冊巻末に付した。
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造されていたため、周溝に歪みが認められた。

住居跡は、古墳時代前期から平安時代にかけての

ものが検出された。古墳時代後期のものが主体で、

重複が著しく、調査は困難を極めた。古墳時代前期

の住居跡は、調査区北半部で 1軒、南半部で10軒が

検出された。北半部で検出された住居跡は、第 4次

調査で検出された集落の東端にあたり、東側には方

形周溝墓群が展開していた。このことから、本集落

は墓域と集落域が明確に分かれていたことがわかる。

古墳時代中期の住居跡は調査区の北東際で 1軒のみ

が検出された。下田町遺跡では当該期の遺構は大幅

に減少する傾向が認められ、今回の調査区でも本遺

構のみである。古墳時代後期になると、住居跡の軒

数は爆発的に増加する。北半部の住居跡群中には、

建て替え ・拡張されたものが 5軒認められた。奈

良 • 平安時代の住居跡は、全て調査区北半部で検出さ

れ、南半部では検出されていない。本遺跡のこれまで

の調査成果をみると、当該期の遺構は主に遺跡の北側

に分布しており、南に下がるにつれ分布が希薄になる。

掘立柱建物跡は、調査区北半部で 2棟、南半部で

1棟が検出された。時期を特定することができなか

ったが、北半部のものは奈良～平安時代と考えられ

る。南半部のものは中世の可能性も考えられる。中

世の遺構面は、今回調査を行った確認面より上層に

あり、数棟の建物跡が存在していた可能性が高い。

円形周溝状遺構は、本遺跡では 4例目となるもの

で、奈良時代の第325号住居跡を壊していた。これま

で検出されたものは古墳時代後期とされているが、

遣構の時期や性格については不明な点が多い。

竪穴状不明遺構も検出例としては 4基目である。

遺物が多量に出土することから、古墳時代後期とい

う時期を特定できるが、形状について規則性は認め

られず、性格がそれぞれ異なることが考えられる。

焼土跡は、調査区南半部の谷部際に単独で検出さ

れ、住居跡の炉跡であった可能性も考えられる。

井戸跡は、古墳時代後期～平安時代のものは少な

く、多くは中世のものであった。これまでの調査成

-12 -

果から、直径 lm前後のものは平安時代まで、中世

になると直径 2m以上の大型になることがわかって

いる 。井戸跡は、素掘りのものが多くみられ、第

397 • 421号井戸跡で木組みの井戸枠が、第390• 

419 • 420号井戸跡では曲物が検出されている。第422

号井戸跡からは、硯に転用された灰釉陶器の高台

付塊が出土している。

土坑は、出土遺物が少ないため、時期を特定でき

たものは少なかったが、多くは古墳時代後期から平

安時代のものと思われる。調査区北部で検出された

第675• 678 • 683号土坑は、主軸方位をほぼ同じくし、

壁面下部が被熱を受け、底面に炭化物や灰が堆積し

ていた。形態は長方形を呈し、長軸は 2m前後とほ

ぼ同じ形状をしていた。土師器焼成土坑と考えられ、

第683号土坑から出土した丸底の土師器壺から、時期

は奈良時代と考えられる。

溝跡は、古墳時代後期から中世のものが多数検出

された。自然堤防を縦断するような南北方向に走行

するものが目立つ。古墳時代後期末の第762号溝跡は、

幅広で谷部へと連結しており、水路的機能あるいは

船着場的機能をもっていた可能性がある。中世の大

溝である第745• 789号溝跡は、直線的に延びる区画

溝で、それぞれ集落の西限、東限を示している。

道路状遺構は、第 5次調査区の北端で検出された。

波板状の痕跡と考えられる小ピットが連続しており、

第 3次調査で検出された第 1• 2号道路状遺構が延

長線上に検出されていることから、道路跡として判

断した。ほぽ同時期の溝跡が南北方向に走行するが、

本遺構に伴う側溝は検出されていない。第 4次調査

で検出された第680号溝跡は、掘り方の可能性がある。

谷部南側の調査では、古墳時代前期から平安時代

の遺物が大量に出土した。多量の滑石製模造品とと

もに紡錘車の未製品が 2点出土しており、水辺での

祭祀が行われた可能性もある 。また、古墳時代前

期 ・後期、平安時代の各時期の遺物出土地点が異な

る傾向が認められた。中位から浅間Bテフラが検出

されている。
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w 遺構と遺物

1. 方形周溝墓

今回の調査区内では、方形周溝墓が 8基検出され

た。平面形態は、全周するタイプが 3基（第12• 

17 • 18号方形周溝墓）、四隅が切れるタイプのものが

2基（第15• 16号方形周溝墓）、 一辺の中央に陸橋部

をもつタイプが 1基（第14号方形周溝墓）、前方後方

型が 1基（第11号方形周溝墓）、全容が不明のもの 1

基（第19号方形周溝墓）であった。平面形態により、

時期差が認められる。四隅が切れるタイプのものが

弥生時代中期末から後期末にかけて築造される。そ

れに代わって、古墳時代前期になると周溝が全周す

るタイプのものが築造されるようになる。

第17号方形周溝墓と第18号方形周溝墓の周溝が僅

かながら切り合っていたが、方形周溝墓どうしでの

大きな重複は認められなかった。第17号方形周溝墓

の南北の周溝の形状をみると、先に築造された第

16 • 18号方形周溝墓の周溝を避けて、その部分の周

溝の幅を狭くしていることがわかる。遺跡内には何

箇所かの谷が入り込み、標高がやや低い自然地形の

外縁部分に順次構築されていったものと考えられる。

方形周溝墓が位置する谷部北側の自然堤防上には、

同時期の集落跡が確認されているが、本調資区にお

いて住居跡は 1軒しか検出されなかった。調査区の

北西寄りで検出された第343号住居跡が集落域の西限

となり、墓域が東に大きく拡がることが今回の調査

で判明した。墓域は東側にまだ続く可能性は高い。

遺構の分布としては、群集した様相はみられず、

単独あるいは 2~3基程度の小さい群を成していた。

第12号方形周溝墓は一辺が13~14mと本遺跡最大

のもので、方台部に低墳丘ながらマウンドが残存し

ていた。第11号方形周溝墓は、前方後方型を呈する

もので、第13号方形周溝墓と周溝を共有していた可

能性がある。

谷部南側では古墳時代前期の集落が検出されたが、

今回の調査区から方形周溝墓は検出されていない。
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第11号方形周溝墓 （第15~17図）

M~0 -27 • 28グリッドにかけて検出された。北

側と東側は調査区域外に延びていたため、全体を調

査することができなかった。また、調査開始前に掘

削した排水溝により周溝の一部が壊されていた。第

52号掘立柱建物跡、第391号井戸跡、第657• 658 • 

676 • 691 • 698号溝跡と重複していた。新旧関係は、

重複する全ての遺構の中で、本遺構が一番古かった。

調査当初は遺構の重複があったため、方形周溝墓と

認識できず、各周溝に個別の溝番号を付して調査を

行った。調査時の旧番号は、東溝がSD665、西溝が

S D700、北溝がSD701である。

第 3次調査で検出された第13号方形周溝墓が、調

査区を挟んだ北側に本周溝墓と接するように位置し

ていた。第13号方形周溝墓は、調査区域外に大きく

延びており、周溝の一部が検出されたにすぎない。

周溝の形態や出土土器などから方形周溝墓の可能性

が高いと判断されているが、本周溝墓と周溝が重複

する形となり、方形周溝墓ではない可能性も考えら

れる。また、方形周溝墓であった場合は、本遺構の

北溝と周溝を共有していたと考えられる。

検出された範囲での規模は、南北17.39m、東西

14.47mであった。平面形態は長軸方向である南北に

長い長方形で、南溝の中央部に陸橋部をもつ前方後

方型の周溝墓であった。長軸方向は、 N-45° -E 

であった。

周溝の規模は、北溝が幅1.34~1.42m、深さが0.05

~0.09mであった。東西の周溝と比べ、形状があまり

にも異なるため、本周溝墓に伴うものではない可能

性も考えられる。前述したように、第13号方形周溝

墓と周溝を共有していたとしたら、なおさらこの溝

の規模では疑問が残る。第13号方形周溝墓の溝と西

溝の走行方向がほぽ一致することから、同一の遺構

である可能性も考えられる。その場合は、規模が南
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第11号方形周溝邸

l 黒褐色士 IOYR2/2 地Illプロック少址 マンガン含む

2 熙掲色士 2. 5Y3/l 地山ブロック少餘 マンガン ・炭化物含む

3 貨灰色土 2. 5Y4/I 炭化物少址 マンガン含む

4 黒褐色土 10YR3/] 地山ブロック少批 マンガン含む

5 灰黄掲色土 ］OYR4/2 マンガン多枯 地山ブロック少拮

6 褐灰色士 I OYR5/l 地山プロック少品 マンガン含む

7 褐灰色土 IOYR4/l 炭化物多岳地illプロック少母マンガン

含む

F 16.9m 

8 灰拭褐色土 ．10YH4/2 地Illブロック ・焼土プロック少並 マンガ

ン含む

9 暗灰黄色土 2. 5Y4/2 マンガン多枯 若干収砂が見られる

10 打灰色:I.: 5BG6/1 地山プロ；；ク（内灰色プロック） ・ (¢ l 

~30llllll) 多母炭化物少紐マンガン含む

1] 黒色土 IOYR2/J 地山プロック(ef,l~40111111) 多粘

F' 

2m  
＇ 160 

第16図第11号方形周溝墓（2)

北約25m、東西約15mの大型の方形周溝墓となる。

現段階では、本周溝墓の北側については不明な点が

多く、判断が難しい。北溝からは、遺物がほとんど

出土していないこともあり、本周溝墓の詳細は隣接

地の調査結果を待っしかない。

東溝は、幅2.62~3.08m、深さが0.40~0.53mであっ

た。北側は排水溝で壊されていたため、形状がはっ

きりしなかった。外側の壁の立ち上がりは、方台部

側と比べ傾斜が緩やかで、下場のラインが不明瞭で

ある。

西溝は、幅1.82~4.41m、深さが0.14~0.51mであっ

た。周溝中央部に設けた土層観察用のベルトでは、

方台部側からの堆積が顕著に認められた。

南溝は、幅2.68~4.30m、深さが0.32~0.52mで、中

央部に陸橋部が設けられていた。陸橋部の幅は1.78~

3.15mで、東側の辺の長さが3.17m、西側の長さが

4.30mであった。東西の周溝が非対称で、方台部側の

幅が狭くなる形態をしていた。陸橋部の東西の立ち

上がり部分には、土坑状の掘り込みが検出された。

周溝内からは、溝中土坑の可能性が考えられる掘

-25-

り込みが東溝で 1基、南溝で 2基の計 3基が検出さ

れた。西溝中央部にも不整形の落ち込みが検出され

ている。土層断面をみると、周溝の埋没過程におい

て周溝を掘り直したものではなく、方形周溝墓築造

当初から存在していたことがわかる。

東溝中央部で検出された落ち込みは、底面からの

深さが11cmで、南北に長い楕円形をしていた。第17

因に示したように多鼠の遺物が出土していることか

ら、 二次的な祭祀行為が行われた可能性が高い。

陸橋部東の落ち込みは、底面からの深さが13cmで、

平面形態は楕円形をしていた。大型壺の底部片など

が少量出土している。陸橋部西の落ち込みは、底面

からの深さが11cmで、平面形態は不整形をしていた。

遺物はほとんど出土しなかった。

方台部は、南北11.60m、東西9.67mで、南北に長い

長方形であった。方台部上には、 15cmほどの高まり

が検出された。マウンドの名残である可能性が考え

られる。ただ、埋葬施設は確認することができなか

った。

遺物は、東溝中央部の土坑状の落ち込みからまと
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第17図 第11号方形周溝墓遺物出土状況
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まって出土している。落ち込みの北側に集中し、完

形の土器が多くみられる。内訳は、壺 3、小型甕 4、

鉢 1、高杯 1、器台が 3点である。大型の壺は焼成

後に穿孔されていた。東に lmの地点からは赤彩さ

れた完形の二重口縁壺が出土している。陸橋部東の

落ち込みからは大型壺の破片などが少量出土したが、

復元できたものは僅かであった。

出土遺物は、第18図に示した。 4 • 7が西溝で、

それ以外の遺物は全て東溝からの出土である。 1は、

胴部下半を意図的に打ち欠いた完形の壺である。穿

孔ば焼成後に行われている。外面と口縁部内面に赤

彩が施される。胴部内面は、観察ができないため調

整が不明である。 2は二重口縁の壺で、肩部に単節

LR縄文が施文される。外面と口縁部内面はヘラミ

ガキ調整で、赤彩が施される。口縁部と頸部の境に

は、長さ 1cm弱の棒状の浮文が 3箇所に貼付される。

底面には僅かに木葉痕が認められる。 3は完形の小

型壺で、底部がドーナツ状に上げ底となっている。

摩滅が著しく、調整は不明瞭である。 4 • 5は、壺

の底部片である。 6は、大型壺の底部片である。 7

は外面に赤彩が施される壺で、調整は摩滅のため不

明瞭である。 8は、小型の甕である。内面は横方向

のヘラミガキで、外面は摩滅のため調整が不明であ

る。外面に黒斑が認められる。10は、小型の台付甕

である。頸部外面にハケ目が残るが、胴部はナデ調

整である。11は小型の台付甕の脚台部で、 10と同一

個体の可能性もある。胴部内面の調整はヘラミガキ

である。12は、台付甕の脚台部である。13は、小型

平底甕の底部片である。14は、鉢と考えられる口縁

部片である。外面にハケ目が部分的に認められる。

15は、ほぽ完形の高坪である。位置がややずれた 2

個 1組の円孔が 2単位認められる。16~18は完形の

器台で、 15の高坪同様に脚部の円孔の位置が互い違

いになっている 。 3点とも円孔は 6箇所である 。

17 • 18は、外面と器受部内面に赤彩が施される。18

は、器受部の歪みが著しい。
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第12号方形周溝墓（第19~24・26・27図）

N-30~32、M-30~33、L-30~32グリッドに

かけて検出された。本周溝墓は工事の関係上、年度

をまたいで調査を行なわざるを得なかった。北半部

は平成15年度の第 4次調査、南半部は平成16年度の

第5次調査で発掘を実施した。そのため、方台部の

中央部分の一部を排水溝により十分な調査ができな

かった。また、北半部については、表土を機械掘削

する際にマウンドの存在が想定されていなかったた

め、方台部分を平坦に削平してしまっている。方台

部には黄褐色のマウンドと思われる高まりが確認さ

れているため、マウンドは方台部北側にも残存して

いたことがわかっている。

第328号住居跡、第397号井戸跡、第682~685• 739 

号土坑、第702• 706 • 729 • 731 • 734~738・741・ 

743 • 746~749 • 754号溝跡と重複していた。新旧関

係は、重複する全ての遺構の中で、本遺構が一番古

かった。本遺構は、調査時には溝番号を付して調査

を行った。調査時の旧番号は、 SD724である。

規模は、南北22.12m、東西20.70mであった。平面

形態は正方形に近いが、北東コーナ一部がやや張り

出した不整方形をしていた。北東コーナ一部がほぼ

真北を指し、南北を軸に周溝墓をみると平面形態は

菱形を呈している。長軸方向は、 N-39°-Wであ

った。

周溝は全周していた。各周溝の規模は、北溝が長

さ18.94m、幅3.39~3.90m、深さが1.12~1.39mであっ

た。南溝は長さ19.88m、幅2.29~2.81m、深さが1.06

~1.36mであった。東溝は長さ20.29m、幅2.04~2.64

m、深さが1.04~1.19mであった。西溝は長さ16.59m、

幅3.48~4.78m、深さが1.07~1.35mであった。また北

溝を除いた周溝の内外には浅い溝が検出されている。

周溝壁面の立ち上がりは、外に比べ内の方台部側の

傾斜が緩やかに立ち上がっていた。底面はほぼ平坦

であった。土層断面をみると、方台部側からの堆積

が顕著に認められないことから、マウンドの流失は

少なかったと推測できる。
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第12号方形周溝墓マウンド (A-A' ・B-B') 
1 にぶい黄褐色土 IOYR5/3 ローム粒子•(c/> I~2mm) 含む シルト質炭化物粒子（c/>l~5mm) 微址 しまり ・粘

性ややあり
2 灰黄褐色土 ］OYR5/2 ローム粒子(<t,l~2mm) 少拡 シルト質炭化物粒子(c/>I~5mm) 微屈 しまりあり

粘性ややあり
ロームプロックを主体とし 2屈土が充培する しまりあり 粘性ややあり
ロームプロックを主体とし 2暦土及び 5層土が充填する しまり ・粘性ややあり
ロームプロック含む しまり ・粘性あり
ロームプロックを主体とし 5附土が充填する しまりあり 粘性ややあり
ロームプロックを含む (5附よりも多い） しまり・粘性あり
ローム（明黄掲色でしまり強く固い）を主体とする 5陪土粒子（い～2皿）少品
しまりあり 粘性やや強い

9 灰黄褐色土 !OYR1/2 ロームプロックを斑に多拡 シルト質粘性・しまりややあり
10 灰黄掲色土 10YR5/2 ロームプロック含む しまりあり 粘性ややあり
11 にぶい黄橙色士 !OYR6/1 ロームプロックを主体とし10屈土が充填する 黙褐色士が斑に含まれる しまり・粘

性あり
!OYR6/6 8)習とほぽ同じだが比較するとしまりにやや欠ける しまり ・粘性あり
!OYR6/4 1 l府とほぼ同じだが他阿の土の混入見が少ない しまり ・粘性あり
10¥「R5/2 9 R'i中にロームプロック多砒 シルト質 しまり・粘性ややあり
IOYR4/! ローム(</>I~10mm) 斑に少品 しまり ・粘性あり（後世の撹乱土）
I OYR4/I ロームプロック (¢5~10mm) 多最 しまり ・粘性あり（後世の撹乱土）
10YR6/6 12陪とほぼ同じだが18陪土の混入がみられる しまり ・粘性あり
I OYR6/6 ロームプロックを主体とし 5陪土が充坦する しまり ・粘性あ り
!OYR6/6 12屈土と同じ しまり ・粘性あり
!OYR7/4 ロームを主体とする均質な層 炭化物粒子 (</>I~5mm) 微拭 しまり・粘性あり
¥OYR3/I ローム粒子(<t,l~5IDIII) 少品 しまり ・粘性あり
IOYR6/6 ロームプロックを主体とし21/l'i土が充填する しまり・粘性あり
IOYR3/1 ローム (</>I~10mm) 少敵斑に含む しまり・粘性あり
!OYR3/! ローム(q,l~50皿）含む しまり・粘性あり
JOYR3/! ローム (</>I~30mm) 多禁 しまり ・粘性あり
IOYR6/6 ロームプロック ・黒褐色土充培 しまり ・粘質あ り
JOY¥し3/1 ローム (¢¥~!Oruru) 少菌 しまり ・粘性あり
!OYR3/l ローム粒子（い～5mm) 少試 しまり・粘性あり
!OYR7/4 20陪土中に黒掲色土プロック混入 しまりあり 粘性ややあり

（※ローム＝明黄褐色～にぶい黄橙を呈する）

3 にぶい黄掲色士 IOYR6/4 
4 灰黄褐色土 IOYR5/3 
5 黒褐色土 lOYR3/l 

6 にぶい黄褐色土 JOYR6/4 
7 煤褐色士 JOYR3/I 
8 明黄掲色士 JOYR6/6 

12 明黄褐色土
13 にぶい黄橙色土
14 灰黄褐色七
15 掲灰色土
16 掲灰色土
l7 明黄褐色士
18 明拭褐色士
19 明黄褐色士
20 にぶい黄橙色土
21 謀褐色士
22 明黄掲色士
23 黒褐色土
24 黒掲色土
25 黒褐色土
26 明黄褐色士
27 黒褐色土
28 黒褐色士．
29 にぶい黄橙色土

第20図 第12号方形周溝墓（2)
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第12号方形周溝墓マウンド (C"-C"'・D-D' ・ E-E') 

la にぶい黄褐色士 IOYR4/3 粘性のある褐色土主体 ローム粒子微最 シルト質土は含まない しまりあり 粘性ややあり

lb 褐灰色士 7. 5YR4/l 粘性のある褐色土主体 シルト質土（ロームと同質）少星 しまりあり 粘性ややあり

2 にぶい黄褐色上 10YR5/3 ややシルト質の褐色土主体 しまりあり 粘性ややあり

3a にぶい黄橙色土 IOYR7 /3 シルト質土（ロームと同色）主体粘性のあるローム士をほとんど含まない しまりあり 粘性弱い

36 にぶい黄橙色土 ］OYR7/4 シルト質 黄褐色士主体 赤褐色士粒子(q,I~3mm) ・シルト質黄褐色ブロック(q,20~30mm) 少絋粘質土微量

しまりあり 粘性ややあり
シルト質黄褐色土主体 赤褐色土粒子(q,l~3mm) ・灰色シルト質土(<I>10~20mm) 少最 しまりあり 粘性ややあり

シルト質灰黄褐色土主体 酸化鉄(q,5~15mm) ・暗灰色土プロック(<I>10~40mm) 少凪 しまりややあり 粘性弱い

シルト質浅黄褐色土主体 褐色土粒子(q,Imm) ・酸化鉄粒子(q,2~3mm)少品 しまりあり 粘性弱い

シルト質土（ロームと同色）主体褐色士多批 しまりややあり 粘性弱い

ローム士主体 シルト質士（ロームと同色）少品 しまり ・粘性ややあり

粘性のある掲色士主体 ローム土含む シルト質土微堡（灰白色） しま り・粘性ややあり

ローム土主体 シルト質土を含まない しまり ・粘性あり

粘性のある明褐色土主体 シルト質土を含まない しまり・粘性あり

粘質の褐灰色士粒子主体 黄掲色士粒子(<t,1~2mn1) ・シルト質土少品 しまり ・粘性あり

ローム士主体 シルト質土を含まない しまりあり 粘性ややあり

粘質の灰黄褐色士粒子主体 シルト質土・褐色土粒子(q,1~2mm) ・浅黄褐色土プロック(<I>10~30mm)少品

しまりあり 粘性ややあり
ローム土主体 シルト質土を含まない しまりあり 粘性あり

ローム土主体 シルト質士を含まない しまりあり 粘性あり

粘性のある褐色士主体 シルト質土（明褐色）を一部ブロック状に混入

シルト質のにぶい黄橙色土主体褐色土粒子(q,1~2uIDI）少抵 しまりあり 粘性ややあり

灰黄褐色土主体（粘質） 黄褐色土粒子(q,I~2UIIII）少品 しまり ・粘性あり

粘性のある褐色土主体 シルト質土を含まない しまり ・粘性あり

ローム士主体 シルト質士を含まない しまりあり 粘性あり

褐色士庖 士質は部分的にシルト質士（褐色）がブロック状に混入するが、主体は粘性のある褐色土層 しまり ・粘性ややあり

粘質の褐灰色主体シルト質土(<t,l~3mm) 少呈 しまりあり 粘性あり

粘質の褐灰色土主体 浅黄褐色のシルト質プロック(q,5~3olllDl）少伍 しまりあり 粘性ややあり

シルト質のにぶい黄色土主体 色調にややムラがあるが、混入物はない しまりややあり 粘性弱い

シルト質土主体粘性のあるローム士は含まない しまりややあり 粘性翁い

褐灰色士主体 浅黄褐色土ブロック (¢10~80mm) 多堡暗褐色土粒子(q,10~20mm）少量 しまり ・粘性あり

ローム土主体 シルト質土（ロームと同色）微拮 しまり・粘性あり

灰褐色の粘性のある士主体 シルト質土を粒子状に含む しまりややあり 粘性あり

シルト質士（ロームと同色）主体粘性のあるロームプロック(q,10~20mm) 少抵 しまりあり 粘性ややあり

シルト質士（灰白色）主体灰色の粘性の強い粘土含む しまりややあり 粘性弱い

黒色に近い粘質土層 ロームプロック(q,10~30mm) 少昼 しまりややあり 粘性強い

シルト質土主体（ロームと同色） 粘性のあるローム士も細かいプロック状に含む しまり ・粘性ややあり

シルト質土主体（ロームと同色） ロームブロック(q,10~20mm) 少品 しまりあり 粘性菊い

浅黄褐色土ブロック (¢l0~50mm)少品 浅黄褐色土粒子(q,1~5mm)少屈 しまり・粘性あり

褐灰色のしまりのある土主体 黄褐灰色土プロック(<I>20~30皿）多呈 全体的に砂に近いシル ト質の士である

しまりあり 粘性なし
掲灰色のしまりのある土主体 黄褐灰色土プロック(<f,20~30mm) 多拭 しまりのある暗灰色土少品

全体的に砂に近いシルト質の士である しまりあり 粘性なし

暗灰色のしまりのある土（この層自体が 1つの暗灰色ブロックとなっている） しまりあり 粘性ややあり

灰色のしまりのある土主体黄褐色土ブロック（が20~30nnl)多且 しまりあり 粘性なし

黄褐色土のしまりある士（ローム）を主体 明褐灰色ロームプロック(q,10mm) 斑に含む しまりあり 粘性あり

（マウンドを構成している最下層の士と思われる）

黒褐色のしまりある土を主体 黄掲灰色ロームブロソク(q,30~80mm) 多址 しまりあり 粘性なし（マウンドの裾部）

29a屑と同じ 黄掲灰色ロームプロック(q,5mm~10mm)少韮 しまりあり 粘性なし

しまりあり 粘性ややあり
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x田 褐灰色土

XIV 暗青灰色士

XV 焦色土
XVI 暗青灰色土

XVII 謀色土
XVIII 青灰色土

XlX 暗青灰色土
xx にぶい黄橙色土

XX! 掲灰色士

2. 5Y6/3 

2. 5Y7 /2 

2.5Y7/1 

10YR5/2 

10YR7/4 

10YR4/2 

10YR6/3 

10YR7/4 

10YR4/1 

7. 5YR4/l 

10YR5/2 

10YR6/3 

10YR7 /4 

7. 5YR3/l 

lOYR7 /4 

10YR5/2 

l OYR5/3 

!OYR7/6 

!OYR4/2 

7. 5YR3/l 

7. 5YR3/! 

2. 5Y6/4 

2. 5Y6/3 

7. 5YR4/l 

!OYR7 /6 

lOYR4/l 

!OYR7 /6 

2.5Y7/l 

10YR2/l 

!OYR8/4 

2. 5Y7/4 

7. 5YR3/l 

lOYR5/3 

!OYR4/l 

!OYR5/l 

!OYR5/4 

10YR3/2 

IOYR3/2 

10YR3/l 

IOYR2/l 

IOYR4/2 

IOYR4/3 

IOYRS/3 

!OYRS/2 

!OYRS/2 

IOYR5/l 

!OYR4/l 

IOYR5/l 

!OYR2/l 

!OYR5/l 

IOYR4/l 

!OBG4/l 

2. 5GY2/! 

5BG4/l 

N2/0 

5B5/1 

5B4/1 

IOYR7 /2 

IOYR6/l 

表士 しまりあり 粘性なし

馬掲色の粘土質の土だが乾燥しているため粘性はない 黄褐色土粒子（が2mm） ・炭化物少贔 酸化鉄粒子(</>1mm)含む

しまりあり粘性なし
褐灰色の粘土質の土だが乾燥しているため粘性はない 酸化鉄粒子(</)1mm) 含む しまりあり 粘性なし

粒子の細い黄褐色の砂質士 浅間A軽石（</>1mm以下）少品 しまりあり 粘性なし （浅間A軽石の 2次堆積）

黄褐色のしまりのある土主体 浅間A軽石（</)lmn]以下）多量 しまりあり 粘性なし

黄褐灰色の砂質土 シルト質に近い目の細かい砂粒炭化物微抵 しまり弱い 粘性なし

灰緑褐色の砂質土で 6層の砂粒より目の細かいサラサラした砂質のもの 暗茶褐色の酸化鉄粒子 (</>5~10mm)含む

しまり弱い 粘性なし
褐灰色の砂質士主体 灰色砂粒子含む (6屈と同じくらいのきめの細かさの砂）

しまり・粘性なし

暗灰色のやや粘性のある土主体（シルトと粘士の中間のような士質 白っぽい角柱状の砂粒？ （¢lmm以下）含む）

酸化鉄粒子(</>3mm)含む しまり ・粘性ややあり

灰色粘質士主体灰色のやや粒子の細かい砂少品 炭化物微絋 全体的に鉄分がマーブル状に付着しており暗灰橙色を呈す

しまりややあり 粘性あり

黒色粘質土の屑 全体的に炭化物と考えられる しまりややあり 粘性あり

暗褐灰色のしまりのある土（シルトに近い）主体炭化物微拭酸化鉄粒子(</>2~3皿）含む 土師器片含む

しまりあり 粘性なし
暗灰色のシルト質の粘性のある土主体 明灰色砂粒子少址

酸化鉄多品炭化物含む しまりあり

酸化鉄多呈 焼上粒子 ・地山プロック少星炭化物含む

暗青灰色の粘性のある土主体褐色士プロック（が50mm)少拭酸化鉄粒子(</>2mm)含む しまりなし 粘性あり

黒色粘質土酸化鉄粒子（い 8mm)斑に含む しまりあり 粘性ややあり（古墳時代中期頃の地表面）

灰色粘質土を主体 青灰色シルト粒子(</>5皿～10皿）多址 しまり・粘性ややあり

暗青灰色シルト質の土主体灰色粘質士少址棒状酸化鉄含む しまり・粘性なし

黄灰色粘士プロックの陪 全体的に酸化鉄が分布する 粘土質

黄灰色粘土ブロックの恩 xx陪より暗い 粘土質

しまりあり

暗黒褐色の酸化鉄粒子(,t,2mm) 多望

粘性ややあり

第21図 第12号方形周溝墓（3)

方台部の規模は、南北14.89m、東西13.23mであっ

た。北東と南西のコーナ一部がやや外に膨れており、

平面形態は不整方形をしていた。

方台部上には、中央部に高さ76cmのマウンドが検

出された。周溝の立ち上がり部分まではマウンドは

拡がらずに、方台部の中央部分にのみ残存していた。

マウンドは外側から中心部に向けて傾斜をつけて

盛り土をされていた。盛り土は、大きくは地山の黄

褐色シルト質土を主体にする層と黒褐色のシルト質

土を主体に黄褐色のブロックを含む層に分けられる。
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第12号方形周溝邸周溝

la 掲灰色士 ］OYR4/I 黄灰色粘士粒千（(/>I~21DJJ1) ・焼上 ・炭化物少品 しまりあり 粘性ややあり（平安包含／西）

lb 褐灰色土 !OYR4/ l la庖に暗焦灰色粘士微且 酸化鉄少昼 しまりあり 粘性なし（平安包含附）

le 褐灰色士． IOYR5/l 酸化鉄多抵掲灰色」．：プロック (¢1~JOnnn) 含む しまりあり 粘性なし

2 褐灰色土 IOYR4/l 淡緑灰色粘土プロック (¢3~5mru) 多批

3a 黒掲色士 10YR3/l 淡緑灰色粘土プロック(<!>JO~20mm) 含む しまりあり 粘性あり

3b 灰色士 lOY5/] 淡緑灰色士粒―f• (¢0.5~1mm) 多品

3c 黙褐色土 ］OYR3/! 3a屑に暗灰色粘土多枇灰色シルト少俵 しまり・粘性あり

3d 褐灰色土 ］OYR,J/1 黄褐色土プロック(¢ 10~30川lll）含む 淡緑灰粒子 (¢I~2皿）少厳 部分的に黄褐色土ロームプロック含む しまり・粘性あり

3e 褐灰色士 !OYR4/! 3a屑に掲灰色上プロソク(¢ 10~20mm) ・掲灰色シルト・灰色粘土含む しまり ・粘性あり

4a 黒掲色士 IOYR3/l 淡緑灰色粘士プロック(¢ 10~20mm) ・淡緑灰色粘土粒子(¢ 0. 5~1IIInl)斑 炭化物多駄 しまり ・粘性あり

4b 黒褐色土 10YR3/1 淡緑灰色粘士．粒子(¢ 0. 5~1rum)含む 部分的に炭化物多品 しまり・粘性あり

4c にぶい数褐色七 IOYR5/3 汝褐色士プロック(¢ 10mm) 含む しまりあり 粘性ややあり（マウンド崩落土）

5a 黒褐色土 10Yll3/l 5b陪に酸化鉄少姑 しまり ・粘性あり

5b 灰色土 JOYS/I 淡緑灰色粘上粒子(<!>0. 5~Innn)多儲 しまり ・粘性あり

5c 灰色士 lOY5/l II音灰色粘土・褐色シルト多試 黄褐色ナ含む しまり ・粘性あり

6a 灰色士 IOY6/l 淡緑灰色粘土粒子(¢0. 5~lnllu) 斑 しまり・粘性あり

6b 灰色土 ］OY5/l 淡緑灰色士粒子 (¢0.5~1皿I) 多拭 しまり・粘性あり

7a 掲灰色土 10YR4/ l 淡緑灰色粘土粒子 (¢0.5~1mm) 少虻 しまり ・粘性あり

7b 黒褐色士 ］OYR3/] 淡緑灰色土粒子 (¢02~0. 4mm) ・灰色シルト少凪酸化欽含む しまりややあり 粘性あり

7c 褐灰色士 JOY!l4/l 淡緑灰色士粒子(¢ lnm1) 多昼 しまり・粘性あり

7d 褐灰色:!.: l OYR4/ l 淡緑灰色上粒千 (<!,!~3,nru) ・プロック(¢ 10~30mm) ・炭化物含む しまりややあり 粘性あり

Sa 明緑灰色土 5G7/I 粘土質 7a恩をプロック状に含む しまり ・粘性あり （壁崩落士）

8b 緑灰色士 5G5/! 緑灰色シルト土／習 酸化鉄多埜 しまり ・粘性ややあり

9a 灰色士 5Y4/] 緑灰色粘士粒子 (¢5~8llllil)多品 部分的に炭化物含む しまり・粘性あり

9b 灰色土 5Y4/I 9a/習中に黒灰色土プロック (¢5nlrn)多贔 しまりなし 粘性あり

9c 灰色土 5Y4/1 9a暦中に暗灰色シルト ・淡緑灰色粒子 (¢3~5mm) 少拭 しまりなし 粘性あり

10 浅共色土 5Y7/3 黄掲色粘土と暗褐灰色上の混合眉 （壁崩落土）

II 灰黄褐色土 ］OYR5/2 褐灰色ロームプロック(¢ 10mm)含む褐灰色士が上厨に少凪散る しまり ・粘性ややあり （壁崩落士）

12 緑灰色土 5G5/l 酸化鉄多虻 黄褐色ロームプロック (¢l0m田）少星 しまりややあり 粘性あり （壁崩落士）

13 緑灰色土 5G5/ 灰色粘土少屈 しまり・粘性あり

]4 暗青灰色土 5B3/] 淡緑灰色粒子 (¢1~3mm) 多拡 しまりややあり 粘性あり

第23図 第12号方形周溝墓（5)

マウンド上の西寄りからは第739号土坑が検出され

た。士坑からの出土遺物がなく、時期を特定できな

かったが、マウンドの中心部分からずれていること

もあり、マウンドを壊して構築された時代の新しい

遺構であると判断した。マウンドからは本遺構に伴

う埋葬施設は確認できなかった。後世の削平等によ

り消失してしまった可能性がある。マウンド内から

は刀子片が 1点出土した。

代までの遺物が出土している。幅広の深い周溝が全

周しているにも関わらず、遺物出土量は全体的に少

ないことが特徴としてあげられる。

遣物は、周溝の覆土中～下層にかけては古墳時代

前期、上～中層にかけては古墳時代中期から平安時
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南東コーナ一部寄りと南溝中央部の底面から完形

の土師器堺が 1点ずつ出土した。それぞれの出土状

況をみると、方台部から転落したとは考えにくく、

方形周溝墓築造時に周溝底面に土器を供献したもの

と考えられる。

南西コーナー付近の覆土中層からは、ほぼ完形の

古墳時代中～後期の土師器の碗 3点、鉢 1点が出土



した。これらの土器は周溝内に置かれたような出土

状況を示していたことから、本周溝墓がその当時に

おいても墓として認識され続け、儀礼的な行為を行

った可能性も考えられる。ただ、約一世紀を隔てた

時期にまで墓前での祭祀が行われたとは考えにくく、

類例が増えるのを待って再検討をする必要性がある。

また、古墳時代後期の遺物が覆土中層から出土して

いることにより、周溝は中位までしか埋没していな

かったことがわかる。最上層には平安時代の包含層

(la・ b層）が確認できたことから、周溝が完全に埋

没した時期は 9~10世紀となる。

出土遺物は、第25・28・29図に示した。

第25図1は、マウンド内から出土した鉄製品の刀

子柄部片である。遺物の出土状況からは、本周溝墓

に伴うものか、後世の遺物が混入したかの判断がつ

かなかった。本周溝墓に伴うとすれば、埋葬施設は

検出されなかったが、副葬品である可能性が高い。

第28図1~12は、主に周溝の下層から出土した土

師器で、本周溝墓築造時の遺物である。 1は、北西

コーナー付近から出土した二重口縁の壺である。 胴

部下半の一部を欠損し、底部は器面の剥落が著しい。

2 • 6は、東溝中央部の第683号土坑と重複する地点

から出土した壺である。 2は胴部下半を大きく欠損

する。頸部には突帯が巡る。6は大型壺の底部片で、

器壁が厚い。焼成前に穿孔された直径1.3cmの小孔が

認められる。摩滅が著しく、調整は不明である。 3

~5は、壺の底部片である。 7は、南西コーナー付

近から出土した小型壺で、口縁部は横方向のナデが

施される。8は、東溝中央部の覆土中層から出土し

たミニチュアの台付甕である。胴部内面は横方向の

ヘラミガキで、胴部内外面に煤が付着する。 9は、

南西コーナーから出土した台付甕の脚台部である。

胴部内面に煤が付着する。10は高坪の脚部片で、円

孔は 1箇所のみ残存している。11• 12は、ほぼ完形

の均である。11は南東コーナ一部寄り、 12は南溝中

央部の底面から出土した。11は口縁部が長く、全面

に赤彩される。12は口縁部が短く開き、頸部に稜を

-34-

第24図 第12号方形周溝墓区割図

]1 

10m 
1:300 

. 0 2cm 
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第25図 第12号方形周溝墓マウンド出土遺物

もつ。

第29図13~27は、周溝の埋没過程において廃棄や

流れ込んだもので、本周溝墓には伴わない遺物であ

る。覆土上～中層にかけて出土している。13は、須

恵器坪蓋である。14は、灰釉陶器の長頸瓶である。

15は須恵器甕の口縁部片で、湖西産と考えられる。

16~18 • 20は、南西コーナー付近の覆土中層から出

土した土師器塊．鉢である。 4点ともほぼ完形で、

16~18は全面に赤彩が施される。19は土師器の模倣

坪で、口縁部外面から内面にかけて赤彩される。21

~23は、土師器の高杯である。22の脚部片は、杯部

内面と外面に赤彩される。25は滑石製の臼玉、 26• 

27は石製模造品の剣形品である。

第13号方形周溝墓 （下田町遺跡IIに掲載）
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第26図 第12号方形周溝墓遺物出土状況 (1)
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第27図 第12号方形周溝墓遺物出土状況（2)
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第28図 第12号方形周溝墓出土遺物 (1)
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第29図

第14号方形周溝墓 （第30図）

第12号方形周溝墓出土遺物（2)

のと思われる。長軸方向は、 N-8 ° -Wであった。

0 -31 • 32グリッドにかけて検出された。東側と

北側の一部は調査区域外に延びていたため、全体を

調査することができなかった。また、調査前に掘削

した排水溝により周溝の一部が壊されている。第

749 • 750号溝跡、第691号土坑と重複し、新旧関係は

本遺構がそれらの遺構より古かった。調査時の旧番

号は、 S D730である。

検出された範囲での規模は、南北9.15m、東西が

6.00mであった。全体を検出していないため平面形態

は不明であるが、南北にやや長い方形をしていたも

周溝の規模は、幅0.83~2.35m、深さが0.41~0.57m

であった。周溝の幅は、南東コーナー付近が一番狭

く、南西コーナ一部が広くなっていた。幅広となっ

た南西コーナ一部には、周囲よりも一段深い土坑状

の掘り込みが検出された。遺構確認面からの深さは

0.91mであった。土層断面の観察からは、周溝掘削時

に掘り込まれたものであることがわかる。西溝の中

央にも遺構確認面からの深さが0.61mとやや浅い土坑

状の掘り込みが検出されている。周溝壁面の立ち上

がりは、内外とも緩やかに立ち上がっており、底面

-38-



は平坦であった。

北溝の中央部分には、幅0.44mの狭い陸橋部が認め

られた。周溝の両端は、他の周溝と比べ深さがやや

浅くなっていた。

方台部は、南北6.80m、東西4.90m以上であった。

方台部上には、マウンドや埋葬施設を確認すること

はできなかった。

出土遺物は、全体的に少量で、図示できるものが

なかった。
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第14号方形周溝茄
1 黒掲色土 IOYR2/2 灰羨1上（地llI土）粒子 (</>I~3nlil)少屋 しまり ・粘性あり

2 黒褐色土 IOYR3/! 灰黄土粒子（ ¢1~5mm) 均等に含む しまり ・粘性あり

2' 2屑中にマンガン鉄分がやや多く含まれる

3 黒色土 10YR1. 7/1 灰菜土プロック含舒 しまりあり 粘性強い

3' 灰痰土の混入が 3屈に比ぺ多い

4 灰披色上 2. 5Y6/2 灰黄土がプロゾク状に堆段し、すきまに 3厄i士が充填する しまり弱い 粘性強い

5 灰黄土 2. 5Y6/2 灰黄土がプロック状に堆積し、すきまに 2附土が充填する しまりあり 粘性強い

6 黒褐色土 IOYR3/ I 灰黄土粒子（小 1~2mm)微穀 しまり・粘性あり

7 褐灰色士． 10YR1/! 全体的に灰黄七粒子多秘 しまり・粘性あり

8 灰黄色土 2. 5Y6/2 灰黄土を主体とし7陪土を混入 しまりあり 粘性強い

2m  

1:OO 

第30図第14号方形周溝墓
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第15号方形周溝墓 （第32図）

L • M-33 • 34グリッドにかけて検出された。第

334 • 345 • 350 • 353号住居跡、第748• 762号溝跡と

重複していた。新旧関係は、第748号溝跡よりも新し

く、第334• 345 • 350 • 353号住居跡、第762号溝跡よ

りも新しかった。方台部の西半部を古墳時代後期の

大溝である第762号溝跡が走行しており、遺構の残存

があまり良くなかった。北西約 5mには、本周溝墓

とほぼ同時期の第343号住居跡が位置していた。第

343号住居跡は調査区の北半で検出された唯一の古墳

時代前期の住居跡である。本周溝墓の調査時の旧番

号は、 北溝がSD756、東溝がSD757、西溝がSD

758、南溝がSD759で、各周溝に個別の遺構番号を

付し、調査を行った。

規模は、南北8.85m、東西8.50mであった。平面形

態は正方形で、四隅が切れるタイプの周溝墓であっ

た。長軸方向は、 N-49° -Wであった。すぐ東側

には、本周溝墓と同様の四隅が切れる大型の第16号

方形周溝墓が位置し、ほぼ長軸方向も 一致していた

ことから、 2基で群を構成していたものと考えられ

る。 2基の周溝墓同士の重複関係は認められなかっ

た。

周溝の規模は、北溝が長さ6.15m、幅0.72~0.87m、

深さが0.21~0.47mであった。周溝の東端は、噴砂が

走っていたため、壁の立ち上がり部分がやや歪んだ

形状をしていた。また、西側には溝状の浅い落ち込

みが認められた。

東溝は、長さ5.95m、幅0.60~0.75m、深さが0.14~

0.26mであった。住居跡床面下から検出されたため、

周溝の南端は深さが浅くなっている。

西溝は、長さ6.07m、幅0.76~0.90m、深さが0.25~

0.40mであった。

南溝は、第762号溝跡に壊されており、全体を検出

することはできなかった。検出した長さ3.40m、幅

0.63~0.88m、深さが0.17~0.44mで、東端は傾斜が緩

く立ち上がりが明瞭ではなかった。遺物は、覆土最

上層から壺が横領しになった状態で出土した。

-40_ 

各周溝ともに、壁面の立ち上がりは、内外とも緩

やかで、底面は平坦であった。覆土は、最下層に地

山の黄褐色土ブロックを多量に含む黒褐色土が堆積

しており、全て共通するものであった。方台部側か

らの堆積が顕著に認められず、周溝の深度も浅いこ

とから、盛り土は低墳丘であったか、ほとんどなか

ったものと考えられる。

方台部は、南北7.30m、東西6.95mで、南北にやや

長い正方形であった。方台部上には、マウンドや埋

葬施設を確認することはできなかった。

遺物は、第31図に示した。 1は、折り返しの口縁

部が外に開く壺である。口縁端部には小口状工具に

よる細かい刻み目が施される。口縁部、頸部、 胴部

にそれぞれ単節RL縄文が施文される。無文部には

赤彩されていた可能性がある。 2は、第762号溝跡か

ら出土しているが、本来は本周溝墓に伴うものであ

る。吉ヶ谷式の壺の口縁部で、外面全体に赤彩が施

される。口縁部外面には 4段の明瞭な輪積み痕が残

る。頸部外面は縦方向のヘラミガキ、 内面はヘラナ

デ調整である。 3は、東溝から出土した台付甕の胴

部下半で、調整はヘラナデである。4は、東溝から

出土した吉ヶ谷式の甕胴部片である。外面に明瞭な

輪積み痕が認められ、単節RL縄文が施文される。

色塁＼ 4

＼：＼三／
10cm 

1 :4 

0 5cm 
| l l l :3 

第31図 第15号方形周溝墓出土遺物
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第32図 第15号方形周溝墓
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